
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
８
３
０
地
区
２
０
２
４
ー

２
５
年
度

The Magic of Rotary
ロータリーのマジック
The Magic of Rotary
ロータリーのマジック

2024年

10月12日㈯・13日㈰
10/12　ホテルサンルート五所川原

10/13　五所川原市ふるさと交流圏民センター「オルテンシア」
　　　　　プラザマリュウ五所川原

District 2830

■ホストクラブ／五所川原ロータリークラブ

■コ・ホストクラブ
金木ロータリークラブ／鰺ヶ沢ロータリークラブ／鶴田ロータリークラブ
五所川原中央ロータリークラブ／つがるロータリークラブ／
五所川原イヴニングロータリークラブ

RIテーマ

地区スローガン

記録誌



地区大会プログラム　…………………………………　�１
来賓・招待者・ゲストご芳名　………………………　�５

【大会１日目】
各種委員会　……………………………………………　�８
諮問委員会　……………………………………………　�９
会長・幹事会　…………………………………………　�９
大会決議文　……………………………………………　�10
［指導者育成セミナー］
第１部基調講演　……………………………………　�12
「今あらためてロータリーを考えよう」
第２部オープンフォーラム　………………………　�14
「Grow Rotaryの実践」
RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会　………………………　�16

【大会２日目】
オープニングアクト　…………………………………　�18
RI会長メッセージ　……………………………………　�19
RI会長代理挨拶　………………………………………　�20
ガバナー挨拶　…………………………………………　�21
開会挨拶　………………………………………………　�23
来賓祝辞　………………………………………………　�24
記念事業紹介・目録贈呈　……………………………　�26

物故者ご芳名　…………………………………………　�27
各種委員会報告　………………………………………　�28
［現況報告等］
国際ロータリー現況報告　…………………………　�29

　地区現況報告　………………………………………　�35
　グローバル補助金事業に対する感謝のことば　…　�37
各種表彰　……………………………………………　� 38
［パネルディスカッション］
　「個性輝くロータリー」　……………………………　�44
［記念講演］
　「一即一切　一切即一」　……………………………　�47
各委員会の活動報告と今年度の方針　………………　�49
［閉会セレモニー］
　ガバナーエレクト・ノミニー紹介　………………　�54
　次期地区大会開催クラブ挨拶　……………………　�55
　国際大会オンツーカルガリー　……………………　�55
　国際ロータリー会長代理所感　……………………　�56
　閉会の挨拶　…………………………………………　�56
［大懇親会］
　開会挨拶　……………………………………………　�57
登録者名簿　……………………………………………　�60
地区大会実行委員会　…………………………………　�62
地区大会記録誌の発刊にあたって　…………………　�64

Contents



13：00　　各種委員会
登録委員会� ホテルサンルート五所川原／２階アクアの間

信任状委員会� 〃　　　　　　　／３階金扇の間

決議委員会� 〃　　　　　　　／３階金扇の間

14：00　　諮問委員会� ホテルサンルート五所川原／２階クリスタルの間

15：00　　会長幹事会� ホテルサンルート五所川原／２階萬葉の間

16：00　　地区指導者育成セミナー� ホテルサンルート五所川原　２階萬葉の間

� 司会進行／地区幹事長　木村　重介

第１部 基調講演「今あらためてロータリーを考えよう」
� RI会長代理（甲府RC）　髙野 孫左ヱ門

第２部 オープンフォーラム「Grow Rotaryの実践」
� ファシリテーター　山 崎 　 淳 一
� ガバナー　花 田 　 勝 彦
� アドバイザー RI会長代理（甲府RC）　髙野 孫左ヱ門

18：00　　RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会� ホテルサンルート五所川原　２階萬葉の間

司会進行／（五所川原RC）　小田桐マキ子

RI会長代理ご夫妻入場

ガバナー挨拶� ガバナー　花 田 　 勝 彦
RI会長代理紹介� 元RI研修リーダーパストガバナー　山 崎 　 淳 一
RI会長代理挨拶� RI会長代理　髙野 孫左ヱ門
乾　杯� パストガバナー　沼 田 　 　 廣
アトラクション� 弦楽四重奏
中締め� パストガバナー　成 田 　 秀 治
RI会長代理ご夫妻退場
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会場：オルテンシア／大ホール
� 司会進行／（五所川原RC）　島村　寿子
� （つがるRC）　清野　　悟

 9：15　　オープニングアクト　� 新宮団地こども園の皆さん

 9：30　　第１本会議
開会点鐘� ガバナー　花 田 　 勝 彦
国歌斉唱

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱

物故会員への黙祷

開会挨拶� 大会実行委員長　敦 賀 　 鉄 正
来賓紹介� ガバナー　花 田 　 勝 彦
ガバナー挨拶� ガバナー　花 田 　 勝 彦
国際ロータリー会長からのビデオメッセージ

� RI会長　ステファニーＡ.アーチック
国際ロータリー会長代理挨拶� RI会長代理（甲府RC）　髙野 孫左ヱ門
来賓祝辞（ビデオメッセージ）� 青森県知事　宮下　宗一郎
� 五所川原市長　佐々木　孝昌
記念事業紹介・目録贈呈� ガバナー　花 田 　 勝 彦
参加クラブ紹介� 各グループガバナー補佐

10：20　　各種委員会報告、決議
登録委員会� 委員長　築 舘 　 智 大
信任状委員会� 委員長　田 中 　 常 浩
決議委員会� 委員長　成 田 　 秀 治

10：50　　現況報告等

国際ロータリー現況報告� RI会長代理（甲府RC）　髙野 孫左ヱ門

地区現況報告� ガバナー　花 田 　 勝 彦

グローバル補助金事業に対する感謝の言葉　

� RI第3330地区ガバナー代理・パストガバナー　Quanchai Laohaviraphap

11：30　　各種表彰� RI会長代理（甲府RC）　髙野 孫左ヱ門
� 地区表彰委員会委員長　築 舘 　 智 大
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12：00　　特別昼食会� ホテルサンルート五所川原

参加者昼食会� オルテンシア小ホール他

13：00　　第２本会議
パネルディスカッション　テーマ「個性輝くロータリー」
� RI会長代理（甲府RC）　髙野 孫左ヱ門
� 元RI理事・パストガバナー　黒 田 　 正 宏
� パストガバナー　関 場 　 慶 博
� 地区ラーニングファシリテーター　山 崎 　 淳 一
� ガバナー　花 田 　 勝 彦

14：10　　記念講演

「一即一切　一切即一」
　〜個性と全体、全体と個性。熱くて篤い南米事情〜

� 曹洞宗南アメリカ国際布教総監　清 野 　 暢 邦

15：10　　各委員会の活動報告と今年度の方針
ＲＬＩ委員会� 委員長　三 浦 　 真 介
会員増強部門� クラブ拡大・会員増強委員長　吉 田 　 賢 治
公共イメージ向上部門� 公共イメージ向上委員長　工 藤 　 孝 子
社会奉仕・職業奉仕部門� 社会奉仕・職業奉仕委員長　岩 岡 　 隆 雄
ロータリー財団部門� ロータリー財団委員長　佐 藤 　 健 一
　　� 地区補助金委員長　西 尾 　 和 樹
� グローバル補助金委員長　須 藤 　 　 朗
　　� 資金推進委員長　櫛 引 　 大 樹
　　� 平和フェローシップ・奨学金・学友委員長　竹 島 　 直 樹
　　� ポリオプラス委員長（ガバナーノミニー）　成 田 　 俊 介
国際奉仕・青少年奉仕部門� 国際奉仕委員長　柴 田 　 文 彦
　　� 青少年交換委員長　岡 山 　 信 広
　　� ローターアクト委員長　竹 内 　 知 弘
　　� インターアクト委員長　松 山 　 隆 志
　　� ＲＹＬＡ委員長　三 浦 　 　 基
米山記念奨学部門� 米山記念奨学委員長　佐 藤 　 一 尚
ＤＥＩ推進部門� ＤＥＩ推進委員長　源 新 　 育 子
ロータリーの友地区代表委員�  木 下 　 一 志
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10：40　　オルテンシア出発→斜陽館→昼食（メバル膳）
→宮越家（離れ・庭園見学）→立佞武多の館

17：00　　→各ホテルへ

16：30　　閉会セレモニー
ガバナーエレクト・ノミニー挨拶� ガバナーエレクト 米谷　恵司
� ガバナーノミニー　成田　俊介
次期地区大会開催クラブ挨拶� 青森モーニングRC
国際大会オンツーカルガリー� 国際大会推進委員長　中山　　佳
国際ロータリー会長代理所感� ＲＩ会長代理（甲府RC）　髙野 孫左ヱ門
ガバナー挨拶� ガバナー 花田　勝彦
閉会点鐘� ガバナー　花田　勝彦

〜　オルテンシアからプラザマリュウ五所川原へ移動　〜

18：00　　大懇親会� プラザマリュウ五所川原
司会進行／（五所川原RC）　中山　　佳

（五所川原RC）　佐藤　昭義

オープニングアトラクション� 五所川原立佞武多囃子 響会　
開会挨拶� ホストクラブ会長（五所川原RC）　寺田　明代
ガバナー挨拶� ガバナー　花田　勝彦
乾　杯� 副ガバナー　築舘　智大
記念品・花束贈呈（ガバナーよりＲＩ会長代理ご夫妻へ）

中締め� ガバナーエレクト　米谷　恵司
ロータリーソング「手に手つないで」

閉　会

エクスカーション　奥津軽大正浪漫巡り
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ＲＩ会長代理　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙野　孫左ヱ門（甲府RC）
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙　野　まゆ美
青森県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　下　宗一郎　ビデオメッセージ

五所川原市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　孝　昌
曹洞宗南アメリカ国際布教総監　　　　　　　　　　清　野　暢　邦
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清　野　月　世

第2520地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　　　剛（水沢RC）
　パートナー　　　　　　　　　　　　　佐　藤　裕貴子

第2540地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　和　志（田沢湖RC）
第2590地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　長　戸　はるみ（横浜東RC）
第2600地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　白　鳥　敬日瑚（佐久コスモスRC）

　パートナー　　　　　　　　　　　　　白　鳥　淑　子
第2620地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　小　泉　久　司（甲府西RC）

　パートナー　　　　　　　　　　　　　小　泉　優　美
第2660地区　ガバナーパートナー　　　　　　　　　大　橋　太美子（東大阪東RC）
第2680地区　ガバナーパートナー　　　　　　　　　矢　坂　ナヲ子（神戸西RC）
第2720地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　三　村　彰　吾（熊本りんどうRC）

　パートナー　　　　　　　　　　　　　三　村　知　子
第2800地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　芳　賀　康　雄（白鷹RC）
第2840地区　ガバナー　　　　　　　　　　　　　　森　　　末　廣（桐生RC）

　パートナー　　　　　　　　　　　　　森　　　桂　子
第2580地区　ガバナーエレクト　　　　　　　　　　中　川　雅　雄（東京浅草RC）
一般社団法人　ロータリーの友事務所　理事・所長　渡辺　　剛（東京みなとRC）
第3330地区　ガバナー代理・パストガバナー　　　　　Quanchai Laohaviraphap
第3330地区　パストガバナー　　　　　　　　　　　Wichai Maneewacharakiet

　パートナー　　　　　　　　　　　　　Waraporn Maneewacharakiet
　家族　　　　　　　　　　　　　　　 Thunyaporn Maneewacharakiet

来
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 来　賓

 地区外招待者
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ＲＩ元理事・パストガバナー　　　　　　　黒　田　正　宏（八戸南RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　関　場　慶　博（弘前アップルRC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　島　村　吉三久（五所川原イヴニングRC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　笹　森　　　剛（弘前RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　山　崎　淳　一（五所川原RC）
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　山　崎　田鶴子
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　村　井　　　達（八戸RC）
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　村　井　精　子　
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　小山内　康　晴（弘前RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　北　山　輝　夫（八戸北RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　工　藤　武　重（弘前西RC）
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　工　藤　孝　子（弘前東RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　鈴　木　唯　司（青森モーニングRC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　佐々木　千佳子（十和田RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　今　井　高　志（弘前RC）
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　今　井　佐千江
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　沼　田　　　廣（青森RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　源　新　和　彦（八戸北RC）
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　源　新　育　子（八戸北RC）
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　成　田　秀　治（五所川原イヴニングRC）
パートナー　　　　　　　　　　　　　　　成　田　了　子
パストガバナー　　　　　　　　　　　　　田　中　常　浩（むつRC）
直前ガバナー（副ガバナー）　　　　　　　　築　舘　智　大（八戸RC）
ガバナーエレクト　　　　　　　　　　　　米　谷　恵　司（青森モーニングRC）
ガバナーノミニー　　　　　　　　　　　　成　田　俊　介（弘前西RC）

●青少年交換

柴　田　怜　音（ROTEX）　　Wei-Min Lee（台湾）
●米山奨学生

マークボディー，ブンカニ（十和田東ＲＣ）
●ローターアクトクラブ

坂　本　慎之介（むつＲＡＣ）　　古　川　晃　仁（むつＲＡＣ）
佐々木　花乃子（五所川原ＲＡＣ）

●インターアクトクラブ（青森県立田名部高等学校ＩＡＣ）

向　井　姫　奏　　　小　川　歩　希　　　三　國　紗　慧
郷　　　絢　音　　　村　中　有　咲

来
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 地区内パストガバナー

 参加ゲスト
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○13：00
○会場／ホテルサンルート五所川原

会場/２階アクアの間

委員長

築舘　智大

東第１グループガバナー補佐

蛯沢　公洋

西第１グループガバナー補佐

小田桐　浩

会場/３階金扇の間

委員長

田中　常浩

西第２グループガバナー補佐

成田　　学

南グループガバナー補佐

島浦　　理

会場/３階金扇の間

委員長

成田　秀治

東第２グループガバナー補佐

佐々木紀仁

中グループガバナー補佐

蝦名　正治

　信任状委員会

　決議委員会

各 種 委 員 会

　登録委員会
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　第１号議案につき、小林幹夫2023-24年度地区財
務委員長より2023-24年度監査についての報告と決
算内容の説明があり、挙手により採決したところ、
出席者の過半数の承認を得られたため、可決承認さ
れた。

　第２号議案につき、成田秀治地区大会決議委員長
から説明がなされた。決議案の採決は、翌日の地区
大会本会議において行うこととなった。

○14：00〜15：00
○会場／２Ｆクリスタルの間

○15：00〜15：50
○会場／２Ｆ萬葉の間

１．2023-24築舘年度の財務報告
２．登録委員会の報告
３．信任状委員会の報告
４．大会決議案の評決
５．地区の会員増強について
６．「超我の奉仕賞：会員の貢献を称える」

推薦について
７．その他報告事項

１．2023-24年度決算・監査報告承認の件
　　（決議事項）
２．大会決議案の説明（報告事項）

 《議案》

 《議事》

諮 問 委 員 会

会 長 ・幹 事 会

第2830地区
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 《議案》

 諮問委員会出席者

ガバナー 花　田　勝　彦 五所川原RC

パストガバナー 黒　田　正　宏 八戸南RC

パストガバナー 関　場　慶　博 弘前アップルRC

パストガバナー 島　村　吉三久 五所川原イヴニングRC

パストガバナー 笹　森　　　剛 弘前RC

パストガバナー 村　井　　　達 八戸RC

パストガバナー 小山内　康　晴 弘前RC

パストガバナー 北　山　輝　夫 八戸北RC

パストガバナー 工　藤　武　重 弘前西RC

パストガバナー 鈴　木　唯　司 青森モーニングRC

パストガバナー 佐々木　千佳子 十和田RC

パストガバナー 今　井　高　志 弘前RC

パストガバナー 沼　田　　　廣 青森RC

パストガバナー 源　新　和　彦 八戸北RC

パストガバナー 成　田　秀　治 五所川原イヴニングRC

パストガバナー 田　中　常　浩 むつRC

直前ガバナー 築　舘　智　大 八戸RC

ガバナーエレクト 米　谷　恵　司 青森モーニングRC

ガバナーノミニー 成　田　俊　介 弘前西RC

2023-24地区幹事長 石　橋　信　雄 八戸RC

2024-25地区幹事長 木　村　重　介 五所川原RC

2025-26地区幹事長 最　上　伸　子 青森モーニングRC

2023-24地区財務委員長 小　林　幹　夫 八戸RC



国際ロータリー会長ステファニー A. アーチッ
ク氏提唱の本年度のテーマの実現に努力する件
　ステファニー A. アーチックRI会長は、本年度
の国際ロータリーのテーマとして「The Magic of 
Rotary（ロータリーのマジック）」を掲げられまし
た。私たちは、このテーマへの敬意を表し、行動計
画を推進するほか、会長イニシアティブとして示さ
れた事項の実現に努力することを決議いたします。

国際ロータリー第2830地区花田勝彦ガバナー提
唱の本年度地区スローガン推進の件
　2024-25年度花田勝彦ガバナーは、本年度地区ス
ローガンとして「個性輝くロータリー」を掲げまし
た。私たちは、他者への思いやりをもったロータリー
活動を通じて、これを推進し、５つの重点事項の実
現に努力することを決議いたします。

国際ロータリー会長代理派遣に対する感謝の件
　本地区大会開催にあたり、ステファニー A. アー
チックRI会長はご自身の代理として、国際ロータ
リー第2620地区パストガバナーである髙野孫左ヱ門
氏（甲府RC）を派遣してくださいました。
　そのご厚意とご配慮に対し、深甚なる感謝の意を
表することを決議いたします。

国際ロータリー会長代理髙野孫左ヱ門氏に対す
る感謝の件
　国際ロータリー会長代理髙野孫左ヱ門氏は本大会
にご臨席くださり、ステファニー A. アーチック会
長のメッセージを伝達されるとともに、国際ロータ
リーの現況について詳細にご報告され、また講演で
は参加者一同に深い感銘を与えて下さいました。
　髙野孫左ヱ門会長代理の温かなご指導に対して記
念品を贈るとともに、心から敬意と感謝の意を表す
ることを決議いたします。

国際ロータリー第2830地区直前ガバナー築舘智
大氏に対する感謝の件
　国際ロータリー第2830地区直前ガバナー築舘智大
氏は、ゴードンR・マッキナリー直前会長の掲げた
CREATE HOPE in the WORLD「世界に希望を
生み出そう」のテーマのもとに、１年間卓越した指
導力を発揮されました。
　本大会は、築舘智大直前ガバナーに対し、その功
績を讃え、心より感謝の意を表することを決議いた
します。

2023-24年度　国際ロータリー第2830地区の財務
監査報告書採択の件
　2023-24年度、当地区財務に関する年次監査報告
が各クラブに対して行われました。よって本大会
ではこれを承認し、国際ロータリー細則第15条、
15.060.4に基づき、この監査報告を正式に採択する
ことを決議いたします。

国際大会への参加推進の件
　2024-25年度国際大会は2025年６月21〜25日の５
日間、カルガリー（カナダ）で開催されます。ステファ
ニー A. アーチック会長は多くのロータリアンと家
族の参加を希望されております。世界各国のロータ
リアンとの友好親善と当地区の親睦を図るため、多
数のロータリアンと家族の参加推進に努めることを
決議いたします。
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大会決議文 2024-25年度

 決議第１号  決議第５号

 決議第６号

 決議第７号

 決議第２号

 決議第３号

 決議第４号



地区大会開催地の五所川原市並びに五所川原市
民に対し感謝の意を表する件
　2024-25年度地区大会を五所川原市において開催
するにあたり、五所川原市並びに五所川原市民の
ロータリーに対する深いご理解と多大なるご支援を
賜りましたことに対し、深甚なる感謝の意を表する
ことを決議いたします。

本大会のホスト、コ・ホストクラブ並びに関係
諸団体に対して謝意を表する件
　2024-25年度国際ロータリー第2830地区の地区大
会は、多数の参加を得て盛大かつ成功裡に挙行する
ことができました。これは、ひとえにホストクラブ
の五所川原ロータリークラブ及びコ・ホストクラブ
の金木、鯵ヶ沢、鶴田、五所川原中央、つがる、五
所川原イヴニングロータリークラブの会員、ご家族
並びに会友の熱意あふれる献身的な奉仕活動と五所
川原市内諸団体の深いご理解とご協力の賜物であり
ます。よって、本大会において、これら関係者全て
に対し、深甚なる感謝の意を表することを決議いた
します。

次年度地区大会開催に関する件
　2025-26年度国際ロータリー第2830地区の地区大
会は青森モーニングロータリークラブをホストクラ
ブとして2025年10月25日㈯〜26日㈰の２日間にわた
り青森市において開催することを決議いたします。

令和６年能登半島地域災害に対する継続的支援
を行うことに関する件
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震から10
カ月が経過しましたが、復旧復興にはまだまだ多く
の時間がかかることが見込まれております。加えて、
９月21日からの能登半島の豪雨被害でも同じ地域に
大きな被害が発生し、今後も継続的な支援が必要で
す。国際ロータリー第2830地区では引き続き地区の
行事等でご支援を呼びかけ、息の長い支援を継続す
ることを決議いたします。

第2830地区
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 決議第８号  決議第10号

 決議第９号  決議第11号



１．RI会長テーマとロータリーの変革
　講演は、まずステファニー A. アーチックRI会長のテーマ「ロータリーのマジック」の解説から始まりました。
会長は、「変わりゆく世界の中で、クラブがじっと立ち止まっている余裕はない」と述べ、旧態依然とした構
造に留まらず、変革を目指し、行動計画に基づいた活動を通じてロータリーはマジックをもたらすと提言して
います。

● 行動計画とビジョン実現：行動計画は「より大きなビジョンに向けて支え合うような、戦略的に一貫した
もの」である必要があり、この計画を通じてクラブ内で効果的な変化を生み出すことが求められています。

● 太宰治との縁：髙野氏は甲府（太宰治が「富嶽百景」や「新樹の言葉」を執筆し、２度目の結婚後に住んだ地）
との縁を紹介し、甲府を「きれいに文化の、しみとおっているまち」と評した太宰の言葉を引用しました。

２． ロータリーの根幹を問う五つの質問
　ロータリー活動の中核を再確認するため、参加者に以下の五つの質問を投げかけました。

１．なぜロータリークラブに入会しましたか？（多くは誘われたことがきっかけだが、掘り下げると新たな
人間関係の構築を求めている）

２．ロータリークラブの会員とはどんな人たちですか？（自らの職業が地域社会の役に立つよう研鑽努力し
ている人、人間力を磨き上げようとしている人）

３．ロータリークラブって何をしていますか？（様々な職業を持つ人が集まり、交流を通じてお互いに研鑽
し合い、刺激を交換する場、例会がその肝となる）

４．なぜロータリークラブ会員であり続けるのですか？（ロータリーの理念を理解し、自分の価値観に合う
と感じたから。自分自身が変化していくことを実感できる「居心地の良いクラブ」だから）

５．あなたとクラブを代表する活動は何ですか？（世界中のロータリアンが目指すポリオ根絶など、胸を張っ
て言える「良いこと」を実行していること）

３．クラブの現状認識と活性化への期待
　当地区（2830地区）の会員数は、2018年をピークに減少傾向にあり、近隣地区との合併決議（2026年７月１日
までに1100人超維持）の課題があることを共有しました。一方で、女性会員比率が日本の34地区中３番目と高
いことは、クラブ文化の開放性を示す素晴らしい数字であると評価しました。

● クラブ会長の役割：会長は「効果的運営によりクラブを元気（活性）にし、前年度よりもクラブを「成長
（Grow）」させ次年度の会長にバトンを渡す」ことが期待されます。

指導者育成セミナー

RI会長代理�
第2620地区パストガバナー

髙 野 孫左ヱ門　（甲府RC）

第１部 基調講演

「今あらためてロータリーを考えよう」

12



● 元気なクラブの定義（明朗なルールブック）：会員基盤の維持・拡大が第一歩であり、奉仕プロジェクトの
実施、ロータリー財団の支援、クラブレベルを超えて奉仕できる指導者の育成が必要であると確認しました。

４．ロータリーの「不易」と「流行」の構造
　ロータリーが119年の歴史の中で、「変えざるべきもの（不易）」と「変えるべきもの（流行）」をどのように考
えてきたかについて、価値観の体系として整理しました。

　この構造において、国際ロータリーは入会動機をリサーチし、以下の４点に整理されたことが、行動計画と
対応していると説明されました。

入会動機（アンケート結果）

５．クラブ経験の質を高めるための提言
　会員が入会後にクラブに求める経験を以下の５つに整理し、これらを達成するためのクラブ運営の工夫が求
められていると強調しました。

１．例会の楽しみ：会員が受け入れられ、楽しいと感じる例会。
２．クラブ指導者への信頼：意見を聞き入れ、適切な決定と変化をもたらす対応。
３．自己成長の機会：スキルを磨き、新しい価値観をもたらす経験。
４．つながり：貴重な人間関係を築ける場。
５．意義ある奉仕：一人ではできない、社会のためになる活動への参加。

６．３年計画とロータリーの仕組みの活用
● ３年計画（3-Year Targets & Plans）：2024年〜2027年を対象とした計画を立て、ローリングしていくこと

分　　類 要　　素 概　　要

共有され続ける価値観（不易） ロータリーの目的、四つのテスト、
中核的価値観など

奉仕の理念が核となる。

目指す姿（流行） ビジョン声明
「持続可能な良い変化を生むため
に、人びとが手を取り合って行動
する世界」を目指す。

実現に向けた指針（流行） 行動計画、財団７つの重点分野 変化認識と対応が必要。

実現のための基盤（不易） 日々の研鑽、五大奉仕（職業奉仕） 地域社会における持続可能なクラブであり続ける。

入会動機（アンケート結果） 行動計画（優先項目）

地域社会奉仕活動をしたいから より大きなインパクトをもたらす（ポリオ根絶など）

友情と親睦 参加者の基盤を広げる（楽しい例会、多様性）

地域社会を超えた奉仕 参加者の積極的なかかわりを促す（持続可能な活動）

プロフェッショナルおよびリーダーシップ開発の機会 適応力を高める（クラブの柔軟性と継続性）

第2830地区
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１．フォーラムの目的と「Grow Rotary」の重要性
　本オープンフォーラムは、基調講演を受けて、
ロータリーの組織と個人の「成長（Grow Rotary）」
をテーマに設定し、その実践方法について議論する
ために開催されました。

● Grow Rotaryの共通性： 進行の山崎PGは、
過去のRI会長たちがイニシアチブ（ジェニ
ファー・ジョーンズ会長のDEI、ゴードン・マッ
キナリー会長のメンタルヘルスなど）は異なっ
ても、「Grow Rotary」という言葉を共通して
使用しており、ロータリーを成長・育成させる
という目的の下に様々なアプローチが取られて
きたと指摘しました。

● 成長の焦点：議論の焦点は、ロータリークラブ
としての成長、およびロータリアンとしての個
人の成長をいかに実現するかという点に置かれ
ました。

２．「３ 年 間 の ロ ーリ ン グ 計 画（3 -year rolling 
target）」の課題と意義

　RIが推進する「3-year rolling target」について、
現行のロータリーの仕組みとの整合性が主要な論点
となりました。

論点：制度上の課題について（沼田PG）
　企業の中期計画と異なり、ロータリーは１年で会
長が交代するため、２年後・３年後の執行部が計画
に責任を持てず、実効性のない計画になるのではな
いかという懸念を表明しました。また、従来のクラ
ブセントラル（１年目標）がどうなるのかを質問しま
した。
論点：RIの方針と目的について（髙野氏）

で、持続的なクラブ活動を目指します。ロータリー財団のシェアシステム（3年運用）のサイクルとも関連
付け、将来的なグローバル補助金活用などを見据えた計画の重要性を説きました。

● ロータリーの仕組みの活用：国際ロータリーの定款・細則やロータリー財団、日本青少年他地区合同事業
機構（RIJYEM）、RLI、米山記念奨学会などの多岐にわたる支援機能が、クラブ活動を支援する「玉手箱
のような仕組み」であるとし、これらを活用する知恵と学習（ロータリーの友アーカイブの活用など）が必
要だと述べました。

７．リーダーシップと未来への展望
　講演の締めくくりとして、リーダーシップの発揮を改めて求めました。リーダーの役割は、ビジョンを明確
にし、メンバーを勇気づけ、動機付け、価値を共有する「環境整備」を行うことです。

●「個性輝くロータリー」の実現：各クラブが地域の特性を活かし、ニーズに応えられる存在となることが、
花田ガバナーが掲げる「個性輝くロータリー」の実現に繋がります。

● 結びの言葉：豊田佐吉翁の「障子を開けてみよ 外は広いぞ」という言葉を引用し、現状という「こたつ」
に留まらず、勇気をもって外の世界（クラブの可能性、地区の経験、ロータリーの力）に触れることで、自
分自身の新しい価値観を得てほしいと期待を込めて語りました。

ファシリテーター
第2830地区パストガバナー

山崎　淳一　（五所川原RC）

第2830地区ガバナー

花田　勝彦　（五所川原RC）

アドバイザー
RI会長代理
第2620地区パストガバナー

髙野 孫左ヱ門　（甲府RC）

第２部 オープンフォーラム

「Grow Rotary の実践」
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　アーチックRI会長の言う「一貫性」を確保し、
これまでの「不連続の連続」を改め、活動に継続
性・持続性を持たせることが目的であると解説しま
した。会長ノミニーが未定であっても、会長エレク
トまでを含めて「出来る所から着手」し、活動を積
み上げていくべきであると述べました。クラブセン
トラルの様式も３年間の計画を記載するフォーマッ
トに変わるとの情報が共有されました。

論点：地区での実践について（花田ガバナー）
　地区では既にジャパンポータルでエクセルのひな
形を紹介し、ノミニー未定のクラブには、直前会長、
会長、エレクトの３人でクラブの将来を議論し、計
画を策定するよう要請していると報告しました。計
画策定を通じて、クラブの将来を議論することが最
大の目的であると強調しました。

論点：挑戦の意義（髙野氏）
　３年計画が実現できなくても「頑張ってね」で終
わるものであり、計画が完璧でなくても、チャレン
ジする姿勢と、その結果から何が生じ、何が足りな
かったかを学ぶことが最も重要であると述べました。

論点：地区での実践と注意点（長戸D2590DG）
　自身の地区（横浜）では既に全クラブに３年間の目
標と計画を提出してもらっており、ノミニーがいな
いクラブにはクラブ内で模索するよう要請している
と報告しました。ただし、「現会長、会長エレクト、
ノミニーの３人だけで決める」と誤解するクラブが
あったため、「３人を中心としてクラブ全体で話し
合いをすること」が計画策定の目的であると修正し
た経験を共有しました。

論点：現場での実践例
　十和田八甲ロータリークラブがノミニーまで決
まっている体制を活かし、試験的に３年計画を作成
している事例が紹介されました。

３．個人の成長と組織の活性化
　ロータリアン個人の成長とクラブの魅力向上に不
可欠な要素が議論されました。

● 個人の成長の重要性：白鳥2600地区ガバナーは、
個人の成長なくしてロータリーの成長はないと
いう意見が出され、ロータリアン一人ひとりが
日々成長し、世の中の平和と繁栄のために活動
していくことが重要であると強調されました。
米谷ガバナーエレクトは、クラブ（会員育成）と
地区（クラブ支援）の役割を明確に分ける意識が
必要であると指摘しました。

● 帰属感と積極的な関わり：髙野氏は、ジェニ
ファー・ジョーンズ会長時代から特徴的な言
葉として、「帰属感（Belonging）」と「積極的な
関わり（Engagement）」を挙げました。成長し
た個人がクラブに帰属感を持ち、誇りを持って
情報発信することが、「ああいう人がいるから
このクラブに入ってみたい」と思わせるロータ
リーの魅力に繋がると述べました。
◇Engagementは、経営学でいう個人の「自
己実現」の目的と、組織の「経営理念の実
現」の目的が一致し、良い関係にある状態
であると補足されました。

４．Grow Rotaryの実践事例と提言
● 対外広報の工夫（芳賀D2800DG）：山形県（2800
地区）では、奉仕活動のメディア露出の少なさ
を課題とし、３年間継続する「最上川物語」と
いう統一テーマを設定して「ロータリー奉仕
デー」を実施。ガバナー補佐の協力を得て多く
のクラブを巻き込み、活動を一つの物語として
展開することで、メディアに取り上げられ、
「ロータリーが何をやっているのか」という理
解促進に繋がっている事例を紹介しました。

● 世界基準での実践（小泉D2620DG）：４つの行
動計画は世界基準であり、日本のロータリーだ
けでなく全世界のクラブがこれに基づいて活動
することが、クラブ、地区、会員それぞれの成
長に繋がると述べ、先行して着手することの重
要性を強調しました。

５．結論：挑戦と出会いへの期待
　結びとして、豊田佐吉翁の「障子を開けてみよ 
外は広いぞ」という言葉に込められたメッセージが
再度強調されました。

●「障子の向こう」には、自分の想像を超えた新
しいヒントや答えがあり、それに挑戦すること
を恐れるべきではない。

●障子を開けることで、人や生き方、価値観など、
様々な「出会い」が生まれ、その出会いが一度
きりの人生をより魅力的なものに変えていく。

　参加したクラブリーダーに対し、今日の出会いを
活かし、積極的にロータリーの可能性に触れる経験
を積み重ねてほしいという期待が述べられました。

第2830地区
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RI 会長代理ご夫妻

歓迎晩餐会
18：00 〜 ホテルサンルート五所川原
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国際ロータリー第2830地区
2024-25年度 地区大会

大会２日目
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オープニングアクト

新宮団地こども園のみなさん
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2024-25 年度
国際ロータリー会長

ステファニー A. アーチック
McMurrayRC

（米国ペンシルバニア州）

　ロータリー地区大会にご出席の皆さまにご挨拶申し上げます。多くのロータリー
ファミリーと会うことのできる地区大会は、これまでの成果を振り返り、クラブを超
えたネットワークを広げ、次年度のためのアイデアを交換する場となります。
　ロータリアンである私たちを駆り立てるのは、奉仕へのコミットメントです。私た
ちは、自分よりも大きな何かに貢献することを望みます。地区大会では、社会奉仕へ
の情熱を深め、インスピレーションを与えあい、ロータリーの奉仕を新たな高みへと
導くことができます。
　地区大会はまた、新たな奉仕に対する会員の意欲を引き出す特別な機会となります。
ロータリーの成功にとって大切なのは、ロータリーファミリー全員が帰属意識を持つ
ことあり、地区大会はそのためにロータリー行動計画を取り入れるチャンスです。
　支えあい、励ましあうことで、私たちは分断された世界に永続的な変化をもたらす
ことができます。
　この地区大会が、皆さまとクラブが互いに、そして地域社会に支援を提供するため
の活力をもたらすことを願っております。協力し、支えあうことで、「ロータリーの
マジック」で世界に変化をもたらすことができると信じております。

　心を込めて

RI会長メッセージ

第2830地区
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　皆様、おはようございます。
　国際ロータリー会長代理として、第2830地区2024-25年度地区大会に出席させていただ
くことになりました、髙野孫左ヱ門と申します。
　昨日から当地に入り、指導者育成セミナーを担当させていただきました。
　まずは、花田ガバナーをはじめ、皆様が心から力を合わせ、心を込めてご準備、ご開催
されましたことに、心よりお礼を申し上げます。
　この地区大会が、ご参加の皆様にとって、所属されるクラブが、変化する社会環境の中
でロータリーの奉仕の理念を実現できる存在へと変わっていくためのきっかけとなり、ヒ
ントを得る場としてご活用いただけることを期待しております。
　アーチック国際ロータリー会長のメッセージにございましたが、後ほど「国際ロータリー
の現況」というタイトルで、会長のお話をもう少し具体的にお伝えしたいと考えておりま
す。
　皆様は「啐啄同時」という言葉をご存知でしょうか。これは、雛が卵から外に出ようと
する瞬間を捉え、親鳥が外から殻を破る手助けをする状況を表します。タイミングが重要
であり、外の親鳥の行動と、中で求められていることが一致したときに、物事が成就する
という意味合いで使われます。
　私たちロータリーは、奉仕の理念を実現するに際して、社会が何を求めているのかを「知
る力」「知ろうとする関心・好奇心」を持つことが大切だと考えます。社会が必要として
いることに応えることができる、「社会のためになる、役に立つ存在」としてのロータリー
クラブの存在、そしてそれを構成するロータリアン一人ひとりの「生き方、考え方、社会
への参加の仕方」が、コロナ禍を経て変化してきています。このことは、産業界の大きな
潮流の中にも現れ始めているのが現状です。
　このことを受け、花田ガバナーは「　　　　　　　　」というテーマ、スローガンを掲
げられました。これは、ロータリーがどこにいても一色ではなく、それぞれの地域社会に
根ざし、その地域のことを知り、必要に応えようとするクラブをしっかりと作り上げてい
こうという思いが込められていると理解しております。
　繰り返しになりますが、この地区大会を、皆様のクラブが今後の持続可能な存在として
力をつけていかれるためのきっかけとし、そのインスピレーションやアイデアを学ぶこと
ができる大切な機会として、ご活用いただければと願い、五所川原に参りました。
　力不足ではございますが、精一杯務めさせていただきますので、限られた時間ではござ
いますが、この第2830地区の地区大会を楽しませていただきたいと思います。
　本日はありがとうございました。よろしくお願いいたします。

RI会長代理挨拶
RI 会長代理
第 2620 地区パストガバナー

髙 野 孫左ヱ門 
甲府RC
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　10月の秋晴れのもと、国際ロータリー（RI）第2830地区の地区大会に、ステファニー・Ａ・
アーチックRI会長の代理として、RI第2620地区パストガバナーの髙野孫左ヱ門様、まゆ
美様ご夫妻をお迎えし、ここ五所川原市で開催することができました。
　宮下宗一郎青森県知事、佐々木孝昌五所川原市長、タイ3330地区、同期ガバナーの皆様
を始めとする多数のご来賓の方々にご臨席を賜り、県内外のロータリアンとロータリー
ファミリーの皆様にお集まりいただいたことに対し、まずは心より感謝申し上げます。
　アーチックRI会長の「ロータリーのマジック」というテーマは、ロータリーの活動によっ
て恩恵を受けた人の生活が変わり、それに関わったロータリアン自身の人生観や世界観も
変わることを「マジック」と表現しています。魅力的なクラブ体験、積極的平和、継続性
と変化のバランスといったイニシアティブの根底にも、他者への思いやりを持った活動が
マジックを起こすのだと言っているような気がいたします。
　この地区大会のテーマは、今年度の地区スローガンでもある「　　　　　　　　」とい
たしました。アーチック会長のテーマを受けて、このスローガンに込めた思いは、ロータ
リアンも、ロータリアン以外の人も、自分自身の個性を十分に発揮できるロータリーを目
指すと同時に、他人の個性をも同じように重視する思いやりのある立ち振る舞いができる
ロータリーでありたいということと、私たちのような小さい地区、メンバーが少ない小さ
なクラブでも、ロータリーの理念に沿った充実した活動を継続することで社会に貢献し、
平和に繋がる大きな成果をあげることができるはずであるということにあります。
　昨日の大会１日目は、髙野会長代理の「今改めてロータリーを考えよう」と題する基調
講演で、ロータリーの不易流行とアーチック会長の進める行動計画をどのように考えてい
けば良いのかを大変分かりやすくお話し下さいました。「Glow Rotaryの実践」と題する
オープンフォーラムでは、3Year Rolling Goalsについての有意義な意見交換をすること
ができました。そして、夜の晩餐会では、参加者が大いに親睦を深める機会となったと思
います。
　本日２日目は髙野会長代理のRI現況報告、午後からはパネルディスカッションとして、
当地区の黒田正宏元RI理事、関場慶博元RI研修リーダーにご登壇いただき、これまでの
ロータリーライフとこれからのロータリーについてのお話を伺い、当地区のこれから先の
姿を参加者の皆様と一緒に考える機会にしたいと思います。

2024-25 年度
国際ロータリー第 2830 地区
ガバナー

花　田　勝　彦
五所川原RC

ガバナー挨拶

第2830地区
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　そして、記念講演は、清野暢邦氏の「一即一切　一切即一」〜個性と全体、全体と個性。
暑くて篤い南米事情〜と題して、興味深いお話しが聞けるものと楽しみにしております。
　これらのプログラムを通じて、ご参加の皆様と一緒に、未来の第2830地区が目指すべき
ロータリーのあり方を考え、行動する意欲を起こす機会にしたいと思っております。
　寛容や倫理訓という伝統的なロータリーの理念にもあった思いやりの心は、時を超えた
現代においても色あせることなく私たちの奉仕活動に一筋の光を与えています。ロータ
リーの奉仕の理念に則った活動を継続することが人格を磨き、個性を輝かせることになる。
それこそが私たちのロータリアンとしての目的であるはずです。
　この地区大会では、参加者一同で今年の１月１日の能登地震、９月21日の能登豪雨に心
を寄せ、継続的な支援をしていきたいという思いを共有したいと考えています。８月に私
自身が石川県輪島市を訪れた際のレポートを、ロビーのパネルに展示してございますので
ご覧いただければと思います。
　もう一つ、ロータリー活動の原点には楽しさが必要です。地区大会はお祭りであり、多
くのロータリアンが参加し、交流して、行動することでロータリーを楽しむ機会です。参
加者の皆様には、夜の晩餐会、懇親会、さらには二次会で、大いに交流し、親睦を深めて
楽しんでいただければ幸いです。
　最後に、この地区大会の準備に当たった実行委員会のメンバー、ホストクラブの五所川
原ロータリークラブ、西第一グループのコ・ホストクラブの皆様に感謝を申し上げ、ご挨
拶といたします。
　今日も一日、よろしくお願いいたします。
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　おはようございます。大会実行委員長の敦賀と申します。開会にあたり、一言ご挨

拶申し上げます。

　大会テーマ「　　　　　　　　」の通り、まさに個性が輝く祭り「立佞武多」。そ

の立佞武多の街、奥津軽・五所川原に、ようこそお越しをいただきました。心より歓

迎申し上げます。

　本日は、国際ロータリー会長代理髙野孫左ヱ門様ご夫妻をはじめ、地区内外のガバ

ナー、パストガバナーの皆様をお迎えし、また、五所川原市長佐々木孝昌様、講師の

清野暢邦様をはじめとするご来賓の皆様のご臨席のもと、多くのロータリアンの皆様

とともに、この地区大会を開催することができましたことに、厚く御礼申し上げます。

　この地区大会での学びと親睦を一つの契機として、ご参会の皆様が、今後のロータ

リー活動において個性を発揮され、輝かしい活動の成果を収めていただくべく、その

ように心から願い、大会実行委員会一同、ホストクラブ並びにコ・ホストクラブのご

協力のもと、大会の企画・準備を進めて参りました。

　しかしながら、不行き届きの点も多々あろうかと存じます。失敗も学びと気づきの

第一歩として、なにとぞ、ロータリアンの寛容の心をもってお許しをいただきました

ら、幸いに存じます。

　どうぞ、最後まで五所川原大会を多いに楽しんでいただきますよう、お願い申し上

げます。

2024-25年度
国際ロータリー第2830地区
大会実行委員長

敦　賀　鉄　正
五所川原RC

開 会 挨 拶

第2830地区
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　おはようございます。
　国際ロータリー第2830地区大会が、県内各クラブの会員の皆様の御参加のもと、開
催されますことを心からお祝い申し上げます。
　花田地区ガバナー、敦賀地区大会実行委員長をはじめ、会員の皆様におかれまして
は、日頃から、世界の人々の幸福と平和を目指し、青少年の健全育成や環境保全など、
地域のニーズに応じた様々な社会奉仕活動に加え、海外への医療機器支援やポリオ撲
滅に向けた国際貢献など、様々な支援活動を展開されているところであり、その献身
的な取組に深く敬意を表し、感謝申し上げます。
　また、令和３年８月に下北及び上北を中心に発生した大雨災害や、令和４年８月に
津軽地方を中心に発生した大雨災害に際しては、支援金を御寄附いただいたことに加
え、令和３年８月の大雨災害の際には支援物資をいち早く提供いただきました。ロー
タリークラブ会員の皆様の温かいお志と御厚意に改めて深く感謝申し上げます。
　さて、県では今年度からスタートした、県政運営の新たな基本方針である「青森県
基本計画『青森新時代への架け橋』」において、2040年における本県のめざす姿を「若
者が、未来を自由に描き、実現できる社会」とし、各種施策を積極的に推進している
ところです。めざす姿を実現していくためには、一人でも多くの若者が、青森県で人
生を送ることに多様な可能性を見いだし、「ここで暮らしたい」と思える魅力ある県
にしていかなければなりません。
　こうした中、郷土や地域に愛情を持ち、地域を支えるためのボランティア精神にあ
ふれた皆様が、「個性輝くロータリー」を地区スローガンに掲げ、精力的に活動され
ていることは、大変有難く、また心強く思っております。
今後とも、「青森新時代」の実現に向けて、県民の皆様と共に県政を着実に前に進め
ていきますので、皆様には、より一層のお力添えを賜りますようよろしくお願いいた
します。
　結びに、国際ロータリー第2830地区のますますの御発展とともに、会員の皆様の御
健勝とさらなる御活躍をお祈りし、お祝いの言葉といたします。本日はおめでとうご
ざいます。

青森県知事

宮　下 宗一郎

来賓祝辞（ビデオメッセージ）
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　国際ロータリー第2830地区2024-25年度地区大会が、大会テーマ「個性輝くロータ
リー」のもと、五所川原市において盛大に開催されますことを衷心よりお祝い申し上
げ、各地からお越しのロータリアンの皆様方を市民を代表して心より歓迎申し上げま
す。
　ロータリークラブの皆様には、高い倫理観と崇高な奉仕の理念のもと、世界平和の
推進、青少年の育成、環境保全など、幅広い分野での国際的な社会奉仕活動、人道支
援活動とともに、地域に密着した様々な奉仕活動を積極的に実践され、地域経済の発
展をはじめ、より良い地域社会づくりに大きくご貢献いただいていることに、深甚な
る敬意を表します。
　また、第2830地区の皆様には、これまで当市に対し、災害復旧への支援金をはじめ
とする多大なるご寄附のほか、市政推進にご理解とご支援を賜り、この場をお借りし
て厚く御礼申し上げます。
　さて、近年、人口減少や少子高齢化の急速な進行、グローバル化、デジタル化の進
展など、社会を取り巻く環境が大きな変化の時を迎える中、将来にわたって持続可能
な地域づくりを進めていくためには、そこに暮らす人々が地域に誇りと愛着を持ち、
共に手を携えて、地域が抱える課題に取り組んでいくことが大切であります。
　市といたしましても、地域の皆様が安心して暮らすことができるよう、市民や民間
団体、行政が一体となった「共に支え合うコミュニティ」の実現に向け、鋭意取り組
んでまいりますので、皆様には、本大会を契機として友情と親睦、連携をより一層深
めていただき、今後とも地域社会のリーダーとして、地域の発展と社会福祉の向上の
ため、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、本大会の開催にご尽力された花田ガバナーをはじめ、関係各位に深く敬意
を表しますとともに、国際ロータリー第2830地区の益々のご発展と会員の皆様のご活
躍、ご健勝を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

五所川原市長

佐々木 孝　昌

来賓祝辞

第2830地区
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記念事業紹介・目録贈呈

五所川原市「立佞武多の館」
デジタルサイネージ

公益財団法人 米山梅吉記念館
寄付金 10 万円
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物故者ご芳名
　2023年７月以降、お亡くなりになられました地区内
ロータリアンの方々です。
　謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

（敬称略）

板柳RC会員

三 戸　義 仁
2023年10月12日ご逝去

五所川原中央RC会員

木 村 吉 幸
2024年３月11日ご逝去

大鰐RC会員

成 田 文 治
2024年３月19日ご逝去

青森モーニングRC会員

新 岡　壮太郎
2024年９月22日ご逝去

八戸RC会員

石 橋　敏 文
2024年８月26日ご逝去
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　登録委員会は昨日10月12日13時00分から行われま
した。
　東第１グループガバナー補佐　東北ロータリーク
ラブ蛯沢公洋さん、西第１グループガバナー補佐　 
五所川原イヴニングロータリークラブ小田桐浩さん
と私の３人で本大会の登録状況を確認しました。
　その結果をご報告いたします。
・国外会員及びご家族４名
・国内は地区外会員及びご家族17名
・ゲストは、ご来賓を含め18名
・地区内の登録者は会員357名、家族７名の計364名
・その他関係者2名、総計は405名でした。
　国外及び地区内外から集まってくださった皆様の
友情に、感謝申し上げます。

　信任状委員会は、昨日10月12日、13時00分から行
いました。
　この委員会は本大会で特別の議決を要する事柄が
あった場合、皆様のクラブから提出されました選挙
人の資格を審査する委員会でございます。
　７月１日現在、この第2830地区40のロータリーク
ラブの会員は1,098名ですので、選挙人は合計53名
ということになります。
　本委員会にて西第２グループガバナー補佐　弘前
アップルロータリークラブ成田学さん、南グループ
ガバナー補佐　八戸西ロータリークラブ島浦理さん
と私の３人で、各クラブから提出された信任状証明
書を慎重に精査いたしました。
　結果、総員適格者と認めましたのでご報告申し上
げます。

※決議案（第１号から第11号）については、P10〜11
をご参照下さい。

　決議委員長から上記決議案が朗読され、会場にそ
の賛否を諮ったところ、拍手をもって全議案が承認
された。

各種委員会報告

委員長

築 舘 智 大

委員長

田 中 常 浩

登録委員会

信任状委員会

委員長

成 田 秀 治

決議委員会
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１．はじめに
　皆様、本日はこのような機会をいただき、ありが
とうございます。
（※この後に、太宰治氏と五所川原・甲府との関係
についての言及がございましたが、報告書原稿のた
め割愛させていただきます。自己紹介につきまして
も、資料をご覧ください。）

２．ロータリークラブに関する
　　五つの問いかけ

　報告に先立ち、昨日もお話しさせていただきまし
たが、皆様に五つの質問をさせていただきたいと思
います。
　１．なぜ皆様はロータリークラブに入会されたの

でしょうか。
　私の場合は、「誘われたから」というのが、最も
正直な答えでございます。
　２．ロータリークラブの会員とは、どのような人

たちなのでしょうか。
　奉仕の理念やロータリーの目的といった言葉が先
ほどから出ておりますが、皆様はお友達やご家族な
ど、ロータリーに関係のない方に、ロータリーの会

員とはどのような人たちであると説明されています
でしょうか。
　私の答えは、「自らが従事する仕事が社会の役に
立ち、ためになるようなものになるように、日々研
鑽努力している人たち」がロータリーの会員である
と考えております。
　３．ロータリークラブは、どのような活動をして

いるのでしょうか。
　英国の作家であるバーナード・ショーは、「ロー
タリアンはどこへ行くのか。昼飯を食べに行く」と
皮肉交じりに表現しました。皆様のクラブはいかが
でしょうか。例会は楽しく、行ってみたいと思える
ようなプログラムの工夫がなされているでしょうか。
この問いの答えは、先ほど申し上げた「研鑽努力し
ている方々がお互いに刺激を交換し合う場」とし
て、あるいは「自分の業界や日常を超えた範囲での
情報交換をする場」として、集うのが例会であると
考えております。その例会をしっかりと展開してい
るというのが、正直な答えではないでしょうか。
　４．なぜロータリークラブの会員であり続けるの

でしょうか。
　入会後３年未満の退会者が、新入会員の40%程度
に上るという話をよく耳にいたします。なぜでしょ
うか。皆様は、今でもロータリアンでいらっしゃる
のはなぜでしょうか。
　恐らく、先ほど申し上げた例会や、ロータリーク
ラブが与えてくれる様々な機会を、ご自身のものと
してしっかりと楽しんでいらっしゃるから、継続さ
れている理由ではないかと思います。
　５．あなたのクラブを代表するプロジェクトや活

動は、何でしょうか。
　日本の国内には1,600を超えるクラブがございま
すが、全てのクラブがこの問いに同じ答えをするこ
とはございません。この問いをご自身に問いかける
ことが、答えになるのではないでしょうか。
　そうは言いましても、皆様のクラブがこれまで展
開してこられた様々な活動や実績がおありになるは
ずです。そうしたものをもう一度振り返って確認し
てみる機会こそ、周年のタイミングになるのではな
いかと思います。
　この五つの問いについて、どうか皆様もクラブの
中で、もし機会があれば、お互いに問いかけ合って
みていただきたいと存じます。

ロータリアンへの質問

☆ロータリークラブはどのような事をしているのですか

⾃ら従事している職業が、所在する地域社会の中で役に⽴つ、ためになるものと
なるよう、⽇々研鑽努⼒している⼈たち。 →⼈間⼒を磨き上げている!!

☆ロータリークラブの会員とはどのような⼈達ですか

上記のような⼈々が交流することによりお互いの研鑽を⾏う場として例会を開
催している。また、その⼈たちが⼀体となり、地域社会・世界が必要とする事に
応える活動を⾏っている。

☆なぜロータリークラブに⼊会しましたか
誘われたから。 奉仕の機会を探していた。 ロータリーに⼊りたかったから。

☆なぜロータリークラブ会員であり続けているのですか
理念と指針、あるいは活動が⾃らの価値観と⼀致している。 居⼼地が良い。

☆あなたのクラブを代表する活動は何ですか︖
実施してきた「よいこと」を、会員歴の⻑短に関わらず共有し語り合う機会を設けて
みることが望まれる。

RI会長代理�
第2620地区パストガバナー

髙 野 孫左ヱ門
甲府RC

国際ロータリー
現況報告

第2830地区
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３．ステファニー・アーチック会長の
　　メッセージとビジョン

　このようなことを念頭に置きながら、ステファ
ニー・アーチック会長のメッセージについてお話し
させていただきます。先ほどビデオもご覧いただき
ました。
　ご承知のように、掲げられたテーマは「ロータリー
のマジック」です。
　このテーマについて、アーチック会長はインタ
ビュー記事の中で、次のように語っていらっしゃい
ます。

＊「変わりゆく世界の中で、クラブが立ち止まっ
ている余裕はありません。私たちが取り入れる
変化は、より大きなビジョンに向けて支えられ
るような戦略的に一貫したものになる必要があ
ります。」

　つまり、皆様のクラブはしっかりと積極的に活動
していらっしゃるでしょうか。国際ロータリーが提
示しているビジョン声明、あるいはロータリーの目
的の実現に向けて、皆様も行動計画を用意し、その
ビジョンに向けてクラブ内で効果的な変化を生み出
すことを目指し、行動計画にチャレンジしてくださ
い、ということを一番目にお話しされています。

＊「魔法の杖を振って呪文を唱えるだけでは世界
は変わりません。」

　皆様次第であり、プロジェクトを終えるたびに、
寄付をするたびに、新会員を迎えるたびに、変化が
生じるたびに、皆様はそこにマジック、魔法を作り
出して生み出しているのだ、ということを言ってお
られます。

　さらにメッセージの中では、大きく二つの部分が

説明されています。
　１．この計画の実践により、帰属意識を高め、ロー

タリーを成功に導こう。
　２．会員、クラブと地域の活動、地域を活性化さ

せ、ロータリーのマジックにより変化をもたら
そう。

　地域社会が持続されることを積極的に、肯定的に
変えていきながら、その中心にロータリーがその役
割を担っていこうという点を示しています。

　その目指すべきビジョンは、以下の通りです。
　「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自
身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人々
が手を取り合って行動する世界を目指します。」
　このビジョンを実行するための計画、「行動計画
（Action plan）」が、四つの項目として整理されて
います。
　１．より大きなインパクトをもたらす。
　２．参加者の基盤を広げる。
　３．参加者の積極的な関わりを促す。
　４．適応力を高める。

４．DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）
　　について

　ジェニファー・ジョーンズ会長年度、特にDEIに
ついて強いイニシアティブが示されました。
　私たちがロータリークラブに会員として所属し、
自分自身がクラブに対してどのような思いを持った
ときに、「クラブに入って良かった」と思えるのか、
というアンケートがあります。その結果を整理しま
すと、以下のようになります。

＊自分自身がクラブに対して、しっかりとした信
頼感を持っている。

ステファニー A. アーチック RI会⻑

私たちは、魔法のつ
えを振って呪⽂を唱
えるだけで世界に平
和をもたらしたり、ポリ
オを根絶したり、会員
をふやしたりするわけ
ではありません。
全ては皆さん次第で
す。
プロジェクトを終える
たび、寄付するたび、
新会員を迎えるたび
に、皆さんはマジック
を⽣み出すのです。

変わりゆく世界の中で、
クラブがじっと⽴ち⽌
まっている余裕はありま
せん。とはいえ、私達が
取り⼊れる変化は、より
⼤きなビジョンに向けて
⽀えあうような、戦略
的に⼀貫したものであ
る必要があります。
⾏動計画はこのビジョ
ンに向け、クラブ内で効
果的な変化を⽣み出す
のに役⽴ちます。

全ては皆さん次第

皆さんはマジック
を⽣み出すのです

出典：ロータリーの友7⽉号

☆⾏動計画の実践により帰属意識を⾼め、
ロータリーを成功に導こう

☆会員・クラブ・地域に活性をさせ
「ロータリーのマジック」により変化をもたらそう

アーチックRI会⻑のメッセージ

ロータリーのビジョン声明と⾏動計画優先項⽬
?

ビジョン声明
私たちは、世界で、地域社会で、そして⾃分⾃⾝の中で、

持続可能な良い変化を
⽣むために、⼈びとが⼿を取り合って⾏動する

世界を⽬指します。

適応⼒を⾼める

参加者の積極的なかかわりを促す

参加者の基盤を広げる

より⼤きなインパクトをもたらす

その成果が
“帰属感”
Belonging

帰属意識を⾼めよう

信頼

Well
Being

満⾜・楽しみ
「Belonging」とは、 所属、一体感、
帰属意識のことを指します。
自分を押し殺し て組織に染まるので

は なく、「個性を生かした まま心
地よく組織に関与し、居場
所がある」と感じられる状態 で
す。
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＊自分自身がその一員として迎えられ、活動に参
加することによって満足や楽しみを受けられる。

＊自分自身の生き方の中に、ロータリーの考え方
や哲学といったものが、何らかのインスピレー
ションや学びを与えてくれる。

　これらのことが、「ロータリーに入って良かった」
と考える前提になります。
　ジェニファー・ジョーンズ会長のもとで副会長を
務められたValarie K.Waferさんは、DEIの説明を
以下のようにされています。
Diversity is a fact. 
Equity is a choice. 
Inclusion is an action.

＊「ダイバーシティ（多様性）」は、そこにある事
実をどのように自分が受け入れるか。

＊「エクイティ（公平さ）」は、自分でどのように
行動を選択しているか。

＊「インクルージョン」は、それを実現するため
にどう行動するか。

　この三つがなされたときに、帰属意識（Belonging）、
「自分はこのロータリーの社会の一員である」「こ
の価値観を強く感じることができる」という状態が
生まれると整理されています。組織に関与し、居場
所がある状態、これがロータリーにおけるDEIなの
かもしれません。

　ロータリーの環境の中では、2022年の規定審議会
の中で、ロータリー細則の「会員の多様性」という
項目に「公平さ」と「インクルージョン」という言
葉が加わり、ロータリーの基本的な価値観にDEIが
活性化されることとなりました。

５．帰属感と奉仕活動の量

　「選択（Choice）」とは何かについて、ロータリー
会員の帰属感を縦軸に、奉仕活動の量を横軸にとっ
て整理しますと、以下の四つのクラブの類型に分類
できます。

クラブの類型
　１．理想的なクラブ
○しっかりと奉仕活動を行い、その結果として
会員の帰属感が高い人たちの集まりです。自
己研鑽が充実した例会と奉仕活動が行われ、
地域の実情を反映した様々な活動が行われて
います。

　２．居心地の良いクラブ
○ 奉仕活動はさほど積極的ではないものの、
一員としての帰属感が高いメンバーで構成さ
れているクラブです。ロータリークラブの居
心地の良さとは、単に現状維持を意味するも
のではございません。新会員の様々な機会や
願いを受け止めながら、変化していくことが
必要なのです。

３．ヒエラルキー型クラブ
○ 帰属感は低いけれども、積極的な奉仕活動
が行われているクラブでございます。ここで
は、リーダーによる統制が見られ、「いいか
ら言うことを聞け」といった対応がなされる
ことがあるかもしれません。

４．限界クラブ
○帰属感も低く、奉仕活動もほとんど行われて
いないクラブでございます。「余計なことは
言わない、新しいことはやらない」という前
例踏襲の運営が行われており、帰属感を生み
出すことはできません。
　　ロータリークラブの居心地の良さというの
は、単に現状維持を意味するものではござい
ません。新会員の様々な機会や願いを受け止
めながら、変化していくということが必要な
のです。

奉仕活動の量：消極的 奉仕活動の量：積極的

帰属感：大 居心地の良いクラブ 理想的なクラブ

帰属感：小 限界クラブ ヒエラルキー型クラブ

2022COL

RI細則4.070． 会員の多様性

各クラブとローターアクトクラブは、多様性、公平さ、インクルージョンを推
進するような均衡のとれた会員構成を構築するよう努めるものとする。
いかなるクラブも、RIにいつ加盟したかに関係なく、いかなる⽅法において
も、ジェンダー、⼈種、⽪膚の⾊、信条、国籍、または性的指向により⼊会
を制約すること、もしくは、RI定款または細則により明⽩に認められていな
い⼊会の条件を課すことはできない。 本筋の規定に反する会員資格のい
かなる規定または条件も無効であり、効⼒はもたない。

Factの確認

クラブ基盤強化に向けた挑戦

帰

属

感

超我
の
奉仕

奉仕活動
消極的 積極的

低

⾼

限界クラブ

余計なこと・⾔わない
新しいこと・やれない

前例踏襲

新会員の願い

話しやすさ

助け合い

チャレンジ

新奇歓迎

次代に続く活性クラブ

切磋琢磨 ⾃⼰研鑽
充実した例会と奉仕活動
地域実情を反映

居⼼地のよいクラブ

活動は例会主体
仲間意識の結束
地域実情には関⼼薄

体⾯維持型クラブ

ヒエラルキー･コントロール
義務感 忖度

Choice

第2830地区
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６．国際ロータリーの決定と会員の期待

　「行動（Action）」とは何でしょうか。国際ロータ
リーの理事会は、今後、会長年度テーマとロゴ、新
たな会長イニシアティブの開始を廃止し、クラブ、
地区、ゾーンレベルの「３年間の段階的なターゲッ
トと、３年間の段階的な計画」を策定し、実行して
いこうという決定をしております。
　国際ロータリーが様々な変化を認識する際に、
ロータリアンからのアンケート調査があります。そ
の結果から、ロータリー入会の動機と、入会後にク
ラブに期待することが見えてまいります。

入会の動機

　国際ロータリーのアンケートによると、以下の動
機が挙げられています。

１．地域社会に対し、奉仕活動をしたい。
２．友情と親睦の輪を広げたい。
３．地域を超えた世界的な奉仕活動にチャレンジ

したい。
４．自身のプロフェッショナルやリーダーシップ

の開発にチャレンジしたい。

クラブに期待すること

　入会した人たちがクラブでどのようなことを期待
しているかについてもアンケートが取られています。
　１．何よりも例会が楽しくあること。

３年未満の退会者の方々があったのは、この
例会が楽しくない、例会出席が義務だと感じ
ていることが原因の一つであり、義務感のみ
で長続きするわけがございません。

　２．クラブのメンバーを信頼できること。
一方的なコミュニケーションではなく、双方
向のコミュニケーションが取れるクラブであ
ることが重要です。

　３．自己成長の機会を与えて欲しい。
異業種交流や様々な奉仕活動に参加すること
によって、自分自身が新たな価値観に接触し、
知ることができる機会を求めています。

４．つながり、縁を広くつなぎ、成長できるクラ
ブであって欲しい。

５．意義ある奉仕を行っているクラブの一員にな
るという実感が欲しい。

　先ほど、「あなたのクラブを代表するプロジェク
トは何ですか」という問いかけをさせていただきま
したが、これらの期待に応えることが求められてい
ます。

７．不易と流行

　今のような「会員クラブの地域を活性させ、ロー
タリーのマジックによる変化をもたらそう」という
メッセージがあります。日本にロータリーができて
100余年、私たちが確認すべき不易と流行があると
考えます。

＊不易の部分：私たちが共有すべき価値観、つま

ロータリーの変化

国際ロータリー理事会決定事項(2023年10⽉）
2024-25年度からおこる変化

☆会⻑年度テーマとロゴ作成の廃⽌（2025-26）
☆新しい会⻑イニシアチブの開始を廃⽌
☆クラブ/地区/ゾーンレベルの３年間の段階的なターゲット
と３年間の段階的な計画を設定
クラブ/地区/ゾーンレベルの３年間の段階的なターゲット
３年間の段階的な計画を設定

Action Plan の設定

3-Year Targets ＆ Plans

WHY DO PEOPLE JOIN ROTARY ?
Local community 
service

地域社会奉仕活動

Service beyond the 
local
Community

地域社会を超えた奉仕

Friendship and 
fellowship

友情と親睦

Professional and
leadership 
development 
opportunity

プロフェッショナル
およびリーダー
シップ開発の機会

☆⾏動計画の実践により帰属意識を⾼め、
ロータリーを成功に導こう

☆会員・クラブ・地域を活性させ
「ロータリーのマジック」により変化をもたらそう

アーチックRI会⻑のメッセージ

THE CLUB EXPERIENCE

望まれるクラブ

での体験とは何か

クラブ指導者への信頼

会員が、自分にはクラブに対する意見があり、
クラブの指導者は自分の考えを受け入れてく
れていると感じ、クラブのために適切な決定
を下してくれる指導者を信頼している場合

２例会の楽しみ

会員が楽しいと感じ、自分が受
け入れられ、その一員であると感

じるとき

１

⾃⼰成⻑の機会
会員が、クラブやロータリーが自分の
スキルを伸ばし、磨くための方法を提
供してくれていると実感できるとき

３

意義ある奉仕

会員が、自分たちのクラブが行う奉
仕が世界や地域社会に変化をもた

らしていると感じるとき

５

つながり

ロータリーを通じ、会員が
貴重な人間関係を築いた

と感じるとき

４
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り「奉仕の理念とは何か」ということを共有す
るような環境でございます。
＊目指す姿：活性化した地域社会の中で、必要と
される持続的な存在であり続けるためのクラブ
の作り方、作業を実現していくことです。
＊方法論：社会認識と社会変化への対応を展開し
ていくことです。行動計画はそのツールとして、
五大奉仕の在り方についても様々な社会の必要
に応じた対応をしていくことが求められていま
す。

８．ポリオデーと地区の現況

　10月24日は「世界ポリオデー」です。ポリオを根
絶しようという活動は、世界中のロータリアン、ロー
タリークラブがチャレンジしており、この2830地区
でも様々な計画がおありになると思います。意欲を
持って取り組んでいただければと思います。

　最後に、「あなたのクラブは元気ですか」という
問いかけになります。
　当地区は、2026年7月時点で1,100名の会員を確保
しておかないと、近隣地区との合併という理事会の
決議がなされております。順調に今会員を増やして
おられますが、年度末の退会者をいかに防ぐかとい
うことに、工夫と努力をなさることに期待を申し上
げます。
　一点、素晴らしい数字があることをお感じいただ
きたいと思います。それは女性会員比率でございま
す。日本の34地区中、2750地区（東京）が12.93%（今
年の４月現在）でございますが、2830地区は、神奈
川県の西部に次いで日本の３番目に女性の正会員の
多い地区になっており、10.46%となっております。
開かれた風土、文化をしっかりと広げていただくこ
とをさらにできれば、より強固な組織ができるので

はないかと思います。

　行動計画と、入会のための理由、そして先ほどの
五つの質問の答えは、クラブ例会でどのような楽し
みや機能を期待するかということに一致いたしま
す。私たちがこれから大事にしていかなければいけ
ないのは、クラブ例会をいかに充実したものにして
いくか、ここが肝であると確認いただけるのではな
いかと思います。

９．結びに
　花田ガバナーが示される「個性輝くロータリー」
というスローガンは、それぞれのクラブがそれぞれ

10⽉24⽇は“世界ポリオデー“

会員数 ＠会員
数

クラブ
数

2015 1,150 28.8 41
2016 1,189 29.7 40
2017 1,190 29.8 40
2018 1,223 30.6 41
2019 1,209 29.5 41
2020 1,160 28.3 41
2021 1,125 27.4 40
2022 1,129 28.2 40
2023 1,114 27.9 40
2024 1,103 26.9 40

出典：ロータリーの友8⽉号
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RID2830 Zone1A,2,3

2020 2021 2022 2023 2024
RID2830 100 96.98 97.33 96.03 95.09
Zone1A,2,3 100 97.89 96.59 98.27 95.94

女性会員比率上位３地区
2024年4⽉

2750 12.93%
2780 12.63%
2830 10.46%

RI理事会決定事項(2024年1⽉）
→2026年7⽉1⽇会員数1,100⼈超えなければ近隣地区と合併 ➢2024-25年度8⽉末会員数：1,119⼈

あなたのクラブは元気ですか︖

適応⼒を⾼める

参加者の積極的なかかわりを促す

参加者の基盤を広げる

より⼤きなインパクトをもたらす

友情と親睦

プロフェッショナルおよび
リーダーシップ開発の機会

地域社会を超えた奉仕

地域社会奉仕活動

⼊会動機は優先項⽬と⼀致︖

ロータリアンへの質問

１ 例会の楽しみ 会員が楽しいと感じ、自分が受け入れられ、その一員であると感じ
るとき

２ クラブ指導者への信頼 会員が、自分にはクラブに対する意見があり、クラブの指導
者は自分の考えを受け入れてくれていると感じ、クラブのために適切
な決定を下してくれる指導者を信頼している場合

３自己成長の機会 会員が、クラブやロータリーが自分のスキルを伸ばし、磨
くための方法を提供してくれていると実感できるとき

５ 意義ある奉仕 会員が、自分たちのクラブが行う奉仕が世界や地域社会に変化をもた
らしていると感じるとき

４ つながり ロータリーを通じ、会員が貴重な人間関係を築いたと感じるとき
☆なぜロータリークラブに⼊会しましたか

☆ロータリークラブの会員とはどのような⼈達ですか

☆ロータリークラブはどのような事をしているのですか

☆なぜロータリークラブ会員であり続けているのですか

☆あなたのクラブを代表する活動は何ですか︖

元気なクラブづくり（⾏動計画）推進 ＋ ポリオ根絶

ビジョン声明ロータリーの⽬的 中核的価値観四つのテスト ⾏動計画奉 仕

国際ロータリー（RI) ロータリー財団（TRF)

地 区

３４

ガバナー
地区委員

Rの友代表委員

地 区

審議会代表議員
理事指名委員

ゾーンゾーン・地域
理 事

地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
(RC,RRFC,RPIC,E/EMGA

etc)

RIﾗｰﾆﾝｸﾞﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
（RI研修リーダー）

(

公
財)

ロ
$
タ
リ
$
⽇
本
財
団

(

公
財)

⽶
⼭
梅
吉
記
念
館

(

公
財)

ロ
$
タ
リ
$
⽶
⼭
記
念
奨
学
会

(

⼀
社)

国
際
ロ
$
タ
リ
$

⽇
本
⻘
少
年
交
換
多
地
区
合
同
事
業

機
構

R
L
I
⽇
本
⽀
部

(

⼀
社)

ロ
$
タ
リ
$
の
友
事
務
所

ロ
$
タ
リ
$
の
友
委
員
会

ロ
$
タ
リ
$
⽂
庫

“Rotary”を学ぶ

ゴードン･マッキナリー デ･カマルゴステファニー A. アーチックｼﾞｪﾆﾌｧｰ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ サン・クーユン

ロータリークラブ
世界︓ 36,578クラブ

1,155､898⼈
(2024年08⽉）

国内︓ 2,195クラブ
83,038⼈

（2024年07⽉）

ローターアクトクラブ 世界︓ 8,814クラブ
(2024年08⽉) 116,128⼈

☆適応⼒を⾼める

☆参加者の積極的な
かかわりを促す

☆参加者の基盤を広げる

☆より⼤きなインパクトを
もたらす

ビジョン達成のための⾏動計画（クラブの挑戦）
2024 2025 2026 2027

・奉仕活動を実践しましょう。

・3年後のクラブの姿
を想像してみましょう。

・持続可能な活動を
積み重ねましょう。

・クラブの柔軟性と継続性
を考えましょう。

５ 意義ある奉仕
会員が、自分たちのクラブが行う奉仕が世界や地域社会
に変化をもたらしていると感じるとき

４ つながり ロータリーを通じ、会員が貴重な人間関係
を築いたと感じるとき

１ 例会の楽しみ 会員が楽しいと感じ、自分が受け入れ
られ、その一員であると感じるとき

２ クラブ指導者への信頼 会員が、自分にはクラブに
対する意見があり、クラブの指導者は自分の考えを受
け入れてくれていると感じ、クラブのために適切な決
定を下してくれる指導者を信頼している場合

３自己成長の機会 会員が、クラブやロータリーが自
分のスキルを伸ばし、磨くための方法を提供してくれ
ていると実感できるとき

第2830地区
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の地域社会の中で、その環境を受け止め、文化背景
の中で、そのようなクラブに変わっていくこと、育っ
ていくことが、皆様にとっても、地域社会にとって
も、そして日本のロータリーにとっても、世界のロー
タリーにとっても、いかに重要であるかという、大
変素晴らしいスローガンであると思います。
　「一生懸命やっても一年、ダラダラやっても一年、
どうせ同じ一年なら」と申しますが、皆様もぜひこ
の一年をしっかりと充実したものとしてお送りにな
りながら、チーム花田年度の一体感をこの地区大会
を契機に醸成し、クラブ、地区が活性化することを
心からお祈り申し上げます。

　最後に、豊田佐吉翁の「障子をあけてみよ 外は
広いぞ」という言葉をご紹介いたします。

　こたつにあたって、手の届く範囲だけのことをし
ていくのであれば、心地よく快適で新たなストレス
も生まれません。しかし、こたつから出て寒い思い
をしながら障子を開け、その外には何があるんだろ
う、どんな景色が見えるんだろう、そこに障子を開
けることによってどんな変化が起こるんだろう、と
いうことにぜひチャレンジしようではありませんか。
　慣れ親しんだ方法やルールは、困った時の拠り所
ではありますが、今社会が大きく変化している中に
あって、私たちがその社会に順応し、変化を認識し
ながら対応していくためには、ちょっと障子を開け、
外を眺めてみることも必要なのではないでしょうか。
　今日の地区大会がそのような機会になることを願
いまして、国際ロータリー現況報告とさせていただ
きます。ご清聴ありがとうございました。

花⽥年度の⾜跡をしっかりと残そう︕

☆地区内クラブリーダーの皆様がリーダシップを発揮され

☆それぞれがのクラブが「⽬指す姿」を描き活動

「チーム・花⽥」 年度の⼀体感を醸成し、
クラブと地区の活性を実現いたしましょう‼

☆結果として 「 」 に変⾝ !!

障⼦を開けてみよ 外は広いぞ
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地区現況報告

ガバナー 花 田 勝 彦

第２８３０地区
緊急事態宣⾔！
2024年1⽉12⽇〜13⽇のRI理事会において、当2830地区を含む世
界6つの地区において、「隣接地区と合併することに同意する。」
という決議がなされた
この決議は、2026年7⽉1⽇までに会員数が1100名に達しなかった
場合、2028年7⽉1⽇から有効となる

考えられる対策
• 6⽉30⽇の退会者を⾒込んで、会員数をセーフ
ティーゾーン（1,130名程度）を維持するように
する
• 7⽉1⽇時点での会員数を減少させないようにする。
例えば、転勤による退会者と新任者の⼊会にタイ
ムラグが⽣じないようにするなど

D2830
過去５年
の会員数
の推移

7⽉1⽇ 7⽉31⽇ 8⽉31⽇ 9⽉30⽇ 10⽉31⽇ 11⽉30⽇ 12⽉31⽇ 1⽉31⽇ 2⽉28⽇ 3⽉31⽇ 4⽉30⽇ 5⽉31⽇ 6⽉30⽇
2024 1,088 1,112 1,119 1,121 1,123
2023 1,082 1,107 1,108 1,104 1,107 1,108 1,100 1,100 1,103 1,091 1,103 1,102
2022 1,095 1,109 1,116 1,116 1,118 1,122 1,109 1,114 1,112 1,102 1,113 1,113
2021 1,099 1,138 1,135 1,135 1,136 1,132 1,116 1,121 1,120 1,116 1,126 1,128
2020 1,114 1,123 1,133 1,132 1,138 1,133 1,128 1,133 1,135 1,128 1,124 1,124

第2830地区の現況
クラブ数 40（衛星クラブ3、ローターアクトクラブ6）

会員数 1,123（名誉会員21、ローターアクター26）

グループ数 6（東1、東2、⻄1、⻄2、中、南）

このような決議が
なされた背景
2021年以降、7⽉1⽇時点における会員数が3年連続
1,100名を割り込んでいたこと

国際ロータリーから
地区が求められていること
2024.3.31 地区成⻑戦略
2024.9.30 地区成⻑活動報告
2024.3.31 地区成⻑戦略Ⅱ
2025.9.30 地区成⻑活動報告Ⅱ
2026.1.31 合併する地区を決める
2026.7.1 会員数1,100名の判断基準時

過去５年間の会員数
推移から分かること
•会員数1,100名を切っているのはほぼ７⽉１⽇時
点だけである
• 12⽉末、3⽉末にも退会者は増えるが、ロータ
リー年度の最終⽇である6⽉30⽇の会員数減少が
最も⼤きい

第2830地区ガバナー

花　田　勝　彦
五所川原RC

地区現況報告

第2830地区
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　花田ガバナーは、上記のスライドを示して、当地区の会員数が2021年以降、1100名を割り込んだ結果として、
2024年１月のRI理事会において、2026年７月１日の会員数が1100名に達しなかった場合、隣接地区と合併す
ることが決議されたことを報告しました。そして、地区としては、1100名を超える会員数とするために、地区
一丸となって取り組んで行きたいと述べました。
　そのための方策の一つとして、①クラブでの例会・奉仕活動の充実、②正会員をふやすために多様な会員制
度を創設、③会費の負担を実質的に公平にすることを挙げ、特に②について、多様な正会員の種別を認める細
則の改正案を地区において検討していることを挙げました。
　また、第2540地区（秋田県）も、2024年４月の理事会で同様の決議がなされていることも報告されました。
　最後に、会場にいらした第2540地区の佐藤和志ガバナーとともに、両地区において、会員増強に取り組み、
1200名を目指して行くことを確認いたしました。

会員増強・退会防⽌
の⽅向性
① クラブでの例会・奉仕活動を充実させること

② 正会員を増やすために多様な会員制度を創設

③ 会費の負担を実質的に公平にする

第2540地区の状況
2024年4⽉の理事会で、2027年1⽉1⽇までに、地区の会員数
が1,100名に達しない場合には隣接する地区と合併する旨の決
議がなされている。
佐藤和志ガバナーとも協議し、互いに会員数1,200名を⽬指し
て会員増強に取り組むことを確認している。

新たな会員制度を始めるた
めの⼿続きについて
細則を改正するのが本則。
しかし、パイロット的に実施するためにはクラブの理事会決
議を経れば⾜りるのではないか。半年、⼀年実施して⾒てか
ら問題点を織り込んだ細則改正を実施すればいい。その場合、
地区でも細則の改正を助⾔したり、作成のお⼿伝いをする。

ご清聴ありがとうございました。
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　おはようございます。
　まず最初に、自己紹介をいたします。私はPDG.クァンチャイ・ラオハヴィラパブです。
2014-2015年度に第3330地区のガバナー、2016年度にRI会長代理、そして2020年-2023年度に規定審議委
員を務めました。
　貴地区のPDG.工藤武重とは同期のガバナーであり、規定審議委員会も同じ年にご一緒しています。
　国際ロータリー第3330地区Jakchai Visutthakulガバナーをはじめ第3330地区のロータリアンを代表い
たしまして、本日の地区大会開催にあたり、花田勝彦ガバナーと第2830地区のロータリアンの皆様に心
よりお祝いを申し上げます。
　Jakchaiガバナーは第2830地区の皆様にお会いできることを楽しみにしておりましたが、もともと参
加予定であった第2500地区の地区大会の日程と被ってしまい、残念ながら本日参加することが叶いませ
んでした。皆様に心よりお詫びを申し上げます。本日は私が、彼の代理としてご挨拶させていただきます。
　尊敬する第2830地区と私たち第3330地区の関係は、深い友情へと発展しております。私たちは現在に
至るまで、学校での「水の衛生設備と衛生」、「疾病予防と治療」を含む多くの奉仕プロジェクトを通し
て、共にグローバル補助金事業に参加する素晴らしい機会を得ています。貴地区のDDFによる支援の
総額は125,000ドルをこえています。これまでのご貢献に感謝するとともに、今後ともご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。
　第3330地区は、ガバナーのチームの下で、2024〜2027年度に国際奉仕委員長を務める私、PDG.クァ
ンチャイと、地区ロータリー財団委員長を務めるPP.パッチャラを中心に、両地区の親交を深めるため、
これからも貴地区との協力に努めてまいります。
　最後になりましたが、地区大会が素晴らしいものとなりますようお祈り申し上げますとともに、両地
区の親睦が永遠に続くことを願っております。
　ロータリーの仲間として（Yours in Rotary,）

	 第3330地区DG. Jakchai Visutthakul代理　
	 PDG.クァンチャイ・ラオハヴィラパブ（2014-2015年度地区ガバナー）

RI第3330地区ガバナー代理・パストガバナー

Quanchai Laohaviraphap

グローバル補助金事業に対する
感謝のことば

第2830地区
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各　種　表　彰

（2023-24年度） （順不同敬称略）

南部 RC　　　　青森 RC
八戸南 RC　　　弘前西 RC
弘前 RC　　　　黒石 RC

むつRC
《推薦理由》
むつRCは、重度障害を持つ子どもを対象として考案され
た「ユニバーサル野球」をむつ市で開催したいという重
症心身障がい児（者）の親の熱い思いに共鳴し、地区補助
金の活用をはじめ必要資金を集め、多くのロータリアン
と高校野球部、小学校野球クラブ他多くの関係団体の協
力（※）によって青森県初の「ユニバーサル野球INむつ」
を共催し（主催者は一般社団法人りあん）、年齢、性別、

障がいのあるなしに関係なく応援しあう喜びに、たくさ
んの感動を呼び起こしました。
障がいのある子どもも野球部の高校生も同じバッター
ボックスでのバッティングで、すべてのバッターをすべ
ての人が見守り応援し、100人を超える会場の心はひとつ
になりました。
※むつRC、むつ中央RC、むつ大畑ロータリー衛星Ｃ、
むつ工業高校軟式野球部、第二田名部小学校まきのこ
ジャイアンツ、輪いどの会（重症心身障がい児親の会）の
混成野球チーム４チーム選手合計53名。支援企業・団体
81・個人14名。応援演奏：下北 Jr. オーケストラ、MUU 
FREE LIFE「りあん」さんとむつRCが実行委員会を共同
運営し、当初予定した資金を大きく上回る支援金を集め
ることができて、むつ市の共催も得て、「りあん」の皆様
も当初思い描いていた以上の多くの感動を生み出す大会
となり、青森県初として数々のメディアでも大きく取り
上げられるとともに、多くの方から感動の声が届けられ
ました。
一般社団法人りあん（重度障がいの子どもを持つ親の団
体）から「ロータリークラブの皆さんの力で子どもたちに
野球をする喜びを、笑顔を！」と呼びかけられたことに
はじまり、終わってからの「りあん」の皆様の感動の涙は、
ロータリークラブとしても誇らしく感動的な、まさに「世
界に希望を生み出そう」を表したものでありました。そ
して、年齢、性別、障がいのあるなしに関係なく同じスポー
ツを楽しむ「ユニバーサル野球」によって、正しく DEI 
の大切さを全員が一瞬のうちに理解しあうこととなりま
した。「りあん」中西理事長は「みんなが同じ気持ちで一
体となることができた。日常でも壁を取り払い、共生で
きる社会につながるきっかけになればと思う」（東奥日報）
と話してくれました。
同 RC は、今年度例年通りの社会奉仕活動に加えてこの
活動の他、ポリオ出前授業（むつ工業高校）、ポリオ募金
活動、能登半島地震支援募金活動も行った。
以上のことから奉仕活動優秀クラブ表彰に相応しいもの
と申請致します。

野辺地RC
《推薦理由》
野辺地ロータリークラブを推薦した理由は、長年にわた
り米山奨学生をクラブ全員で補佐してきたこと。今年度
は、地区の方針に従いポリオに関して、野辺地西高校へ
の出前講演や海岸清掃活動、愛宕公園清掃活動、他組織
と共同のはまなすライン歩道清掃活動の時、ポリオTシャ
ツ着用して、啓蒙活動を行ってきた。25年間『読書感想
文コンクール』を開催してきた。
以上を奉仕活動優秀クラブ推薦とした。

青森RC
《推薦理由》
市内の高校でクラブメンバーによる出前授業を行い、学
生に仕事に対する意識向上に貢献した。

八戸西RC
《推薦理由》
八戸西RCは、「八戸三社大祭お通り」当日早朝八戸市中
心街にてゴミ拾い清掃活動を行った。前夜祭で捨てられ
た大量のゴミが翌日にはない街を観光客は勿論　神社や
山車関係者にもアピール出来たことは2830地区全体に通
じる活動であり、メディアにも取り上げられ公共イメー

Ｒ　Ｉ　表　彰

地区表彰

奉仕活動優秀クラブ� ガバナー補佐推薦

ロータリー賞
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ジアップに大いに貢献した。

野坂　幸子　野辺地RC
《推薦理由》
野坂幸子君を推薦した理由は、第1長年にわたり地区米山
委員長を務め数多くの米山奨学生を真摯に面倒みてきた
こと。クラブ内において、25年にわたる『読書感想文コ
ンクール』の委員長や審査員のリーダーを務めてきたこ
と。財団と米山奨学会への寄付に対して大変理解があっ
たことなどがあげられる。
以上をもって推薦する。

工藤　昭義 板柳RC
《推薦理由》
板柳RCでは、他クラブとの合同例会を積極的に開催して
います。工藤会長は会長と幹事を3期ずつ務め、近隣クラ
ブとの合同例会を掲げ持ち前の行動力を持って、その言
葉通り2023年９月及び24年４月に鶴田RCと、同じく2024
年４月には、平賀・尾上RCとの合同例会を開催。鶴田
RCとは、2012年以来12年ぶりとなった。コロナの影響を
受けて、例会場が使えないなど、活動が制限されている
中で親睦を深める事で、明日への元気が湧いたと思いま
す。会員増強にも積極的に関わり2017年、2022年、2024
年にも会員を推薦している。入会から35年７ヶ月、現在
もクラブの為に活躍しています。

紺野　　広　八戸RC
《推薦理由》
八戸ロータリークラブ会長としてリーダーシップを発揮
し会員増強にも努めた。また2830地区青少年指導者養成
プログラム「RYLA」では、八戸赤十字病院院長の経験
を活かし災害派遣やコロナ禍の対応について講演いただ
いた。クラブの活性化と青少年の指導者育成に取り組ま
れた事はロータリアンの模範であり、ロータリーのイメー
ジアップに大いに貢献した。

小田　優吾 六ヶ所RC
《推薦理由》
当クラブの初の試みとなる近隣の市町村の小・中学生を対象とした卓球大会

を中心となって開催した。スポーツを通しての社会奉仕活動であり、子供達

だけではなく親御さんやロータリアンとの交流も生まれた。大会自体がとて

も好評で例年での開催を検討中である。（７市町村より参加者70名）

小比類巻　雅祥　三沢RC
《推薦理由》
地区補助金を活用し、三沢市内の児童館へボッチャの道
具を寄贈、子供たちにパラリンピック正式種目である
「ボッチャ」の普及に努めた。

鶴賀　善宏　つがるRC
《推薦理由》
入会して28年間心身とも健康であったため例会に無欠席
で、その間、青少年委員会・クラブ奉仕委員会・広報委
員会に所属し、特にクラブ奉仕委員会では毎回の例会で
司会進行に尽力され楽しいひと時を過ごすことができま
した。
また、IMの時の企画立案も立派で、工夫をして責任を果
たしてくれました。
2008〜09年度では、「ロータリーの友」地区代表委員とし
て活躍してくれたことは特筆されることです。

小林　大眞　弘前RC
《推薦理由》
インターアクトクラブの活動の一環である環境美化活動
（プランターへの花の植栽活動）を支援し、植栽後のプラ
ンターを聖愛中学高等学校の生徒が利用している中央弘
前駅構内に設置してもらうよう働きかけ、市民に対しイ
ンターアクトクラブの活動を知ってもらうよう尽力いた
だいた。

奉仕活動優秀ロータリアン� ガバナー補佐推薦

第2830地区
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福士　　悟　弘前東RC
《推薦理由》
弘前東ロータリークラブに入会し43年の長きにわたり、
当クラブを下支えしていただいた。ご自身も病と闘いな
がら決して平坦では無い道のりを歩み続け、たゆまぬ努
力を重ねてこられたことは誠に素晴らしく心から敬意を
表する。これからも弘前東ロータリークラブと共に歩ん
でいただきたい。

長谷川　正之　弘前西RC
《推薦理由》
コロナ禍まっただ中で経済活動がままならず、なかなか
会長の引き受け手のない中、2021-22年度、2022-23年度と、
２年間にわたりクラブ会長の重責を果たされました。そ
して、引き続き今年度は幹事として尽力されました。

越田　忠和　青森RC
《推薦理由》
初めて奉仕プロジェクト委員長に就任し、次のような奉
仕活動を率先して行ったことにより推薦します。
　１．ポリオ根絶PR活動（ティッシュ等配布、募金活動）
２．リンゴの木に係る一連作業（シール貼り、収穫、磨
き、贈呈）

　３．中学校での職業講話　
　４．平和母子像等清掃活動など。
屋外での活動も多く、寒暖・天候もある中全ての活動に
参加し、相手方、会員双方をサポートしてくれました。

中村　洋一　青森北東RC
《推薦理由》
ガバナーが掲げた重点的に取り組む事項に於いて、ポリ
オ撲滅プログラムの出前講座を青森県立青森商業高校
IAC他総勢70名にて実施した他、地区補助金を活用し行っ
た夏泊（大島）海岸の清掃、近年においての東岳登山道に
おける標識設置事業や青森市立莨町小学校の花壇の清掃
整備事業に尽力し、ロータリアンとしての見本となった
ため。

橘　　正弘　青森モーニングRC
《推薦理由》
６年目となった当クラブ主要奉仕プロジェクトである「青
森市・米国メイン州の小学生版画展」の開催に際しては
継続して実行メンバーの中心となり運営に大いに貢献し
た。また、当クラブ創立35周年記念式典においては総務
委員長として全体を統括し会員の力をまとめると共に５
姉妹クラブとの連絡調整や絆深化にも存分に力を発揮し
た。

鶴飼　寿栄　八戸RC
《推薦理由》
８月、当クラブではロータリー財団地区補助金事業を活
用し、社会福祉法人八戸市社会福祉事業団母子生活支援
施設「小菊荘」の夏祭り開催の際、社会福祉法人「ユー
トピアの会」の施設を無償で提供並びに参画戴いた。小
菊荘の皆さん、ユートピアを利用している障がい者をは
じめスタッフ、ロータリアンをあわせ、総勢100名位が参
加し、鶴飼会員の全面的な支援に依り事業は成功に終わっ
た。小菊荘の母子も十二分に楽しまれ、満足されて帰路
につかれた。我々ロータリアンも充実した１日を送るこ
とが出来た。

　10月、八戸で行われた第2830地区大会において、これ
迄の経験を活かし、国際奉仕委員長として自ら先頭に立
ち、歓迎レセプションでは、姉妹クラブである台湾基隆
RCのロータリアンを十二分にもてなし、地区大会を無事
に成功させる役目を果たされた。また、11月に台湾で行
われた基隆RC創立70周年記念式典に際しても、事前に現
地での基隆RCとの姉妹クラブ締結更新の調印式の為に調
整を図り、無事に基隆RCと姉妹クラブ締結更新の調印し、
国際友好の継続を図る事が出来た。
　上記の諸活動に当たり、自身の職業知識、経験、スキ
ルを駆使して取り組んできた姿勢は、奉仕の模範と言っ
て過言ではない、評価されるべき素晴らしいものであった。

岡崎　孝文　八戸RC
《推薦理由》
７月、社会福祉法人 八戸市社会福祉事業団 母子生活支援
施設「小菊荘」の花壇整備の際、事前に綿密に打合せを
行い、的確に指示し先頭に立って作業を行った。花壇や
通路、中庭の雑草除去作業、花壇への肥料散布、花の植
栽等の作業は滞りなく、楽しく実行され、終了した。ロー
タリアンと小菊荘の母子、職員の皆様が一体に成れ、楽
しい時間を共有する事が出来た。
８月、社会福祉法人「ユートピアの会」と八戸ロータリー
クラブとの共催で、「ユートピア・小菊荘夏祭り」におい
て小菊荘の寮長やユートピアの施設長と綿密に打ち合わ
せをし、全てに尽力した。今回の事業は初めての試みで
あったが、小菊荘の母子の皆さんも十分楽しんで帰られ、
我々も充実した１日を送る事が出来た。
２月、八戸市内の小中学生を対象にした小倉百人一首大
会「八戸市競技かるた小中学生大会」を実施した際、事
前にインターアクト部担当顧問及び協賛企業の担当者と
綿密に打ち合わせし、広報を行った。当日は、早朝から
会場の設営に携わり、無事に大会を終了に導いた。結果、
昨年度よりも参加者やボランティアが増加し、賑やかで
有意義な大会となった。
　上記の諸活動に当たり、自身の職業知識、経験、スキ
ルを駆使し取り組んで来た積極的な姿勢と貢献は、職業
奉仕の模範と言って過言では無い。評価されるべき素晴
らしいものであった。

越後林　寛之　八戸東RC
《推薦理由》
本年度当クラブ親睦委員会委員長の役割をよく果たされ
ました。「出席なくして親睦なし、親睦なくして奉仕なし」
のクラブのスピリッツとロータリーのクラブ奉仕精神を
とても理解し、家族例会３回、中でも第3000回例会を記
念納涼花火家族例会として開催し盛況にやり遂げ、クリ
スマス家族例会も例年とは違う設えで開催出来ました。
ゴルフコンペなどの会員交流も企画実施し、新会員歓迎
例会、八戸市長をお招きしての親睦例会も開催と数多く
の企画を実施することが出来ました。
また通常例会に置かれましても受付業務をよくされてい
ました。１年間沢山の事業をされましたが各事業企画に
向けた委員会（９名）を年６回開催し、委員会をよくまと
められました。
本年度当クラブは諸事情につき例会場を変更しましたが
越後林委員長率いる親睦委員会の功績で会長スローガン
の楽しい出席を実現できたかと思います。
以上をもって推薦理由とさせていただきます。
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週報の発行や地域社会で広報活動の優秀なクラブ

第１位　七　戸 RC� 37.5％増

第２位　八戸南 RC� 25.8％増

第３位　鰺ヶ沢 RC� 14.3％増

第４位　弘　前 RC� 12.5％増

第５位　青　森 RC� 純増５名以上

第６位　八　戸 RC� 純増５名以上

週報の発行や地域社会で広報活動の優秀なクラブ

五所川原 RC　　板　　柳 RC
青　　森 RC　　八 戸 西 RC

プラチナ賞（例会月4回、95％以上）

八 戸 東 RC　　　　　　100％

三　　戸 RC　　　　　　96.33％

ゴールド賞（例会月３回以下、95％以上）

弘 前 西 RC　　　　　　100％

直近５年間の寄付平均額の増加したクラブ（但し、地
区目標を上まわっている

第１位　五所川原 RC
第２位　南　部 RC出席成績優秀クラブ

会員増強優秀クラブ 広報活動優秀クラブ

ロータリー財団寄付成績優秀クラブ

第2830地区
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近５年間の寄付平均額の増加したクラブ（但し、地区
目標を上まわっている

第１位　三　戸 RC

第１位　東　北 RC
第２位　三　戸 RC
第３位　十和田 RC
第４位　おいらせ RC
第５位　三　沢 RC

溝口奈美子　十和田東RC

木村　康仁　五所川原RC

葛西　　敞　弘前RC
松下千賀子　弘前東RC
澁谷　明広　弘前アップルRC

宇野　純子　弘前アップルRC
宮本　達子　青森RC
山口　　聡　青森RC
林　　　均　青森RC
佐藤　一尚　青森RC

田中　正子　青森RC
松山　栄一　青森RC
齊藤　幸悦　青森北東RC
蝦名　正治　青森北東RC
最上　伸子　青森モーニングRC

村舘　珠樹　八戸RC
山本　　仁　八戸RC
杉本　紀之　八戸東RC
坂本　勝克　三戸RC

渡邉　英司 むつRC
中村　　僚 東北RC
上久保聖一 十和田RC
中渡　俊明 十和田RC
照井　伸良 十和田東RC
蛯沢　保行 三沢東RC
中村　栄吉 十和田八甲RC
櫻田百合子 十和田八甲RC
佐藤　昭義 五所川原RC
三浦　　基 青森RC
桑田　秀美 青森RC
三枝慎太朗 青森RC
桃野　　敬 青森RC
桜井　　清 青森RC

寺田　　誠 青森北東RC
村舘　珠樹 八戸RC
深澤　　隆 八戸RC
坂本　興樹 八戸東RC
大野　　誠 三戸RC
村越　啓一 五戸RC
夏堀　剛充 南部RC
片野　　潤 八戸北RC
小野　晶子 八戸北RC
小澤　一雅 八戸北RC
佐々木悦郎 八戸北RC
工藤　亮夫 八戸中央RC
中村　好伸 八戸中央RC
畠山　徳陽 八戸西RC

ロータリー財団寄付成績優秀ロータリアン
新メジャードナー

米山記念奨学会寄付成績優秀ロータリアン
新米山功労者

国際平和資金寄付優秀クラブ

米山記念奨学会寄付成績優秀クラブ

白山　春男 十和田東RC 花田　勝彦 五所川原ＲＣ

ロータリー財団寄付成績優秀ロータリアン
新ポールハリスフェロー
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金濱　瀧男　六ケ所RC
木滝　三彦　三沢東RC

木村　英二　五所川原中央RC
山田　慶次　八戸RC

小館多哥志　青森RC

八　戸　南 RC
《推薦理由》
衛星クラブのスポンサークラブとして、八戸南さくらエ
イトロータリー衛星クラブの設立に多大なるご協力をい
ただきました。
その功績に深く敬意を表します。

ロータくん　八戸RC
《推薦理由》
この第2830地区のイメージキャラクターとして、数多く
のイベントや奉仕活動参加され地域の発展と奉仕の精神
を体現していただきました。
地域の方々にもロータリークラブという存在をより身近
に感じていただけていると思います。そのことにより、
ロータリーの精神を地域の方々に、より広がっていくこ
とを期待しています。
ロータくんの活躍は私達の誇りであり、未来への希望で
す。今後もその輝かしい功績を胸に、更なるご活躍をお
祈り申し上げます。

１千万円達成クラブ

十和田東 RC

長寿ロータリアン 満80歳 （2024年６月末）

米山記念奨学会寄付認証クラブ

長寿ロータリアン 満90歳 （2024年６月末）

ガバナー特別表彰

公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会 表 彰

第2830地区
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パネルディスカッション
「個性輝くロータリー」：未来への指針

　このパネルディスカッションは、花田ガバナーが
提唱する「個性輝くロータリー」というテーマのも
と、第2830地区が目指すべき未来のロータリー像を
探るために開催されました。当地区の歴史を築いて
きた黒田元RI理事と関場パストガバナーを迎え、
彼らの豊富な経験から今後のロータリーが進むべき
道を考える貴重な機会となりました。

《地区の歴史と現状認識》
　コーディネーターの山崎淳一パストガバナーか
ら、まず第2830地区の歴史が振り返られました。
1953年に日本で100番目のクラブとして青森ロータ
リークラブが創立されて以来、当地区は多くのリー
ダーを輩出し、発展を遂げてきました。しかし、近

年は会員数が減少し、
2026年７月１日に会員数
が1100名に満たない場合
には、隣接地区との合併
するようRI理事会で決
議されています。これは、
クラブの魅力が低下して
いることの表れであり、
地区全体でより魅力ある
クラブづくりに取り組む
ことが喫緊の課題である
ことが強調されました。

《これまでのロータリー人生で大切にしてき
たこと》
　議論は、黒田元RI理事と関場パストガバナー
の「ロータリー人生において何を大切にしてきた
か？」という問いから始まりました。

「個性輝くロータリー」
〜これからの第2830地区が
� 目指すべきロータリーとは〜

パネルディスカッション

元ＲＩ理事・パストガバナー
黒田　正宏 氏（八戸南ＲＣ）

パストガバナー
関場　慶博 氏（弘前アップルＲＣ）

ＲＩ会長代理

髙野　孫左ヱ門 氏
（甲府ＲＣ）

ガバナー

花田　勝彦 
（五所川原ＲＣ）

元ＲＩラーニングファシリテーター

山崎　淳一 氏
（五所川原ＲＣ）

1988年	 弘前ロータリークラブ入会
2000-01年	 国際ロータリー第2830地区ガバナー
RI青少年交換委員会副委員長（2008-09）、RI会員組織地域コーディネー
ター（2007-08）、RI研修リーダー（2006-07）、地区大会RI会長代理（7）、国
際大会・国際協議会・規定審議会SAA多数、ロータリー米山記念奨学会
選考委員会副委員長（2011-13）等

ロータリー財団メジャードナー⑵、ベネファクター、遺贈友の会会員、
ポール・ハリス・ソサイエティ会員、米山功労者メジャードナー
ポリオの無い世界のための国際奉仕賞受賞（2006年）
超我の奉仕賞受賞（2016年）

1978年　　 八戸南ロータリークラブ入会
1998-99年、2001-02年　国際ロータリー第2830地区ガバナー
2009-11年　国際ロータリー理事
2011-12年　国際ロータリー職業奉仕推進委員会委員長

RI規定審議会地区代表議員、RI会員組織コーディネーター、RLI日本支
部長、RI研修リーダー、R財団地域コーディネーター、R日韓親善会議
連絡幹事、地区大会RI会長代理（15）、RI会長ノミニー指名委員会委員（5）、
RI運営審査委員会委員（2012-18）、国際ポリオプラス委員会委員（2014）、
公益財団法人ロータリー日本財団理事（副理事長）（2013-23）等

アーチC.クランフ・ソサエティ会員、米山功労者メジャードナー

1938年生まれ。
職　　業：柏崎メディカルクリニック医師
学　　歴：弘前大学医学部卒業
　　　　　弘前大学医学部大学院終了
所　　属：国際ロータリー第2830地区
　　　　　八戸南ロータリークラブ
職業分類：心療内科医

1950年生まれ。
職　　業：医療法人栄現会理事長
　　　　　せきばクリニック院長
学　　歴：1976年福島県立医科大学卒業
所　　属：国際ロータリー第2830地区
　　　　　弘前アップルロータリークラブ
職業分類：小児科医

略 歴

　ロータリー歴　

テーマ

パネリスト

　ロータリー歴　

褒 章

褒 章

アドバイザーパネリスト

モデレーター

略 歴
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黒田元RI理事：友情と寛容の精神

　黒田元RI理事は、ロー
タリーで最も大切にして
きたこととして「ロータ
リーの思いやりの心」と
「会員との友情」を挙げ
ました。高校でのイン
ターアクトクラブ創設を
きっかけに国際奉仕の道
に進み、韓国のロータリ
アンとの深い友情を育み
ました。東日本大震災の際に、その友情が復興支援
へと繋がったエピソードは、人と人との繋がりが奉
仕の根幹であることを示しています。
　また、『ロータリーリーダーシップ研究会（RLI）』
を日本に導入した経験も語られました。アメリカで
のセミナー見学を通じて、自由な討論と参加者の自
主性を尊重するスタイルに感銘を受け、日本での導
入に尽力しました。この経験から、ロータリーは笑
顔でリラックスして語り合える場であるべきだと感
じたといいます。
　RI理事としての経験では、レイ・クリンギンス
ミスRI会長エレクトが「前例踏襲しない」と宣言し、
職業奉仕委員会の休会を提案した際、日本の代表と
して反対意見を述べたエピソードを紹介しました。
強い個性を持つリーダーに対しても、信念を貫くこ
との重要性を示しました。さらに、マーク・マロー
ニー元RI会長からは、会議だけでなく、美術鑑賞
などを通じて世界の文化に触れることの重要性を学
び、ロータリーが人生を豊かにする場であることを
再認識したと述べました。
　これらの経験から、黒田氏は「ロータリーの思い
やり」は、単なる善意ではなく、寛容の精神や四つ
のテストの実践から育まれるものであることを強調
しました。

関場パストガバナー：出会いと感動の循環

　関場パストガバナー
は、36年にわたるロータ
リー活動を続けてこられ
たのは「出会いと感動」
があったからだと語りま
した。入会のきっかけは、
父が亡くなった後、住職
が弘前ロータリークラブ
の会員だったことから誘
いを受けたことでした。
当初はつまらないこともあったし、年会費も高いな
ど、退会を考えたこともあったといいます。

　しかし、例会での人との出会いや、温かい声かけ
に支えられ、活動を続けるうちに、ロータリーの真
の魅力に気づいたと述べました。
　関場氏は、ロータリーの素晴らしさは単なる親睦
で終わらない点にあると強調しました。「心の友」
を得た上で、その仲間と「世のため、人のため」に
何ができるかを考え、実行に移すことが重要だと語
りました。ロータリーを「たくさんの奉仕活動が詰
まった道具箱」と表現し、会員が自由に活動を選び、
新たな感動を得る場だと説明しました。
　その代表例として、20年以上続くインドでのポリ
オワクチン投与活動を挙げました。インドのポリオ
プラス委員長との出会いがきっかけで始まったこの
活動は、関場氏自身のライフワークとなりました。
この活動に参加したあるロータリアンが、ポリオワ
クチンを一滴投与した瞬間の感動からロータリーを
続ける決意をしたというエピソードを紹介し、奉仕
活動が新たな感動を生み、それがさらに次の出会い
へと繋がる「循環」こそがロータリーの姿であると
力強く訴えました。

《これからのロータリーが目指すべき姿》
　続いて、会員減少という課題を抱える当地区が、
これから何を目指すべきかについて、お二人に提言
をいただきました。

黒田元RI理事：伝統と革新の統合

　黒田氏は、最近は、「過去を内省し、新しきもの
を統合していこう」と自分自身が作成したテーマで
活動していると述べました。日本のロータリーの伝
統を大切にしながらも、時代の変化に対応したロー
タリーとはどういうことなのかを考えていると言い
ます。そのためには、国際ロータリーのウェブサイ
トや機関誌を積極的に活用し、自身の考えを広げる
ことの重要性を説きました。また、会員増強はクラ
ブ会長だけでなく、全会員の協力が必要であり、
「ロータリーの未来は私たちの手の中にある」とい
うジョン・ケニー元RI会長のテーマを引用して、
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会員やクラブが個性を発揮することが、地区の目指
すべき姿であると結論付けました。

関場パストガバナー：ロータリアンとしての矜持

　関場パストガバナーは、ビチャイ・ラタクル元
RI会長の「ロータリーとは、人の生き方そのもの」
であるという言葉を引用して、ロータリーの120年
の歴史の中で変わらない「ロータリアンとしての生
き方そのもの」が、これまでも、この先も目指すべ
き姿だと主張しました。上からの指示ではなく、ク
ラブの足元から湧き出る議論を大切にし、地元に密
着した奉仕活動を行うことが、ロータリー全体の底
上げに繋がると述べました。
　また、アラン・ドロン等が出演した「山猫」と
いう映画の、“We must change in order to remain 
the same.”「私たちが変わらないでいるためには、
変わらなければならない」という台詞を引用し、
ノーブレスオブリージュという矜持があるといいま
す。ロータリーの本質は「フェローシップス」（親
睦）と「サービス」（奉仕）であり、これを守り続ける
ためには、ロータリアンとしての誇りを持ち、それ
を新会員に伝えていくこと、そして信頼し合える仲
間と何でも話せる場をクラブに持つことが、ロータ
リーの永続的な発展に不可欠であると強調しました。

髙野RI会長代理は、黒田元RI理事、関場パストガバ
ナーの話しを聞いて、次のように述べました。
　お二人のお話を聞いていて、思い出したことがあ
ると言います。それは、「ロータリーとは何か」と
いうことであり、髙野氏は、ロータリアンであった
父が、「自分自身を磨きたいと考える人々が緩やか
につながる場所」だと言っていたこと、厳格な組織
というよりも、個人の気持ちに基づいた自由なアソ
シエーション（集まり）であると良く聞かされていた
そうです。

　そして、多くの人が
ロータリーを続けている
のは、何らかのメリット
を感じているからであ
り、それは、新しい発見
や感動、感激といった個
人的な経験であり、これ
らをより多くの人と共有
することがロータリーの
発展につながると述べま
した。
　今後の方向性について、 ロータリーは「地域性
（ローカライゼーション）」を重視すべきだと言いま
す。日本のロータリーが果たしてきた役割や、ロー
タリアンとして感じる価値をどう継承していくかが
重要になると述べました。
　個々のクラブの役割としては、地域の文化や背景
を活かし、個々のクラブが主体的に今後のあり方を
考えることが求められています。これは、国際的な
方針と日本の文化的な側面、その両方をバランスよ
く考慮する「覚悟」を持つことが大事なのだろうと
いう感想を持ちました。

　最後に、花田ガバナー
は、お二人の経験に裏打
ちされた言葉の重みに感
動し、一人ひとりのロー
タリアンの成長が地区全
体の成長に繋がると確信
を表明しました。
　このパネルディスカッ
ションは、参加者全員が
自らのロータリーライフ

を見つめ直し、個性を輝かせることの重要性を再認
識する機会となりました。
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はじめに：ブラジルでの布教活動と日本の再認識
　私は曹洞宗南アメリカ国際布教総監、清野暢邦と
申します。ブラジルのサンパウロに住んで３年にな
ります。ポルトガル語は非常に難しく、動詞の活用
が多岐にわたるため、習得には苦労しています。し
かし、この経験を通じて、私たちが当たり前に話し
ている日本語も、外国人にとっては大変な努力が必
要な言語だと改めて感じました。また、移民の国で
あるブラジルでは、言語が不安定なこともあり、言
葉遣いで社会的な階層がわかると言われるほど、日
本に比べて格差が大きいです。このことから、私た
ちが暮らす日本社会が、世界的に見ていかに平和で

穏やかであるかを再認識しました。
　私が南米に赴任することになったのは、日本国内
での布教活動が評価され、前任者の後任として推薦
されたことがきっかけです。ブラジル・サンパウロ
は、南半球で最も人口の多い都市であり、日本国外
で最大の日系人コミュニティがございます。

日系人社会と先祖供養の熱意
　南米に入植した日系人たちは、北海道の開拓地と
同様に、村ができるとやがて神社やお寺を建てまし
た。お寺は、単なる宗教施設ではなく、故郷である
日本や先祖とのつながりの象徴として、日系人に
とって特別な存在です。
　８年前に説教師としてブラジルを訪れた際、私は
その熱意を肌で感じました。ブラジルは日本の22.5
倍もの広大な国土を持つため、中には車で３日もか
けて講演会に来てくださった方もいました。彼らが
求めていたのは、私の話以上に「先祖供養」でした。
持参された過去帳を見ると、幼くして亡くなった方
や、20〜30代で命を落とした方が多く、その多くは
マラリアのような伝染病によるものでした。当時の
開拓地には医者がおらず、お金もなかったため、家
族の衰弱をただ見ているしかなかったという悲痛な
話を聞きました。彼らは、先祖の国・日本から直接
来た私にお勤めをあげてもらうことで、亡き家族を
供養したいと願っていたのです。この経験は、私に
国内での法要以上に真心を込めて務めることの大切
さを教えてくれました。

非日系人の仏教への深い関心
　南米はキリスト教文化圏ですが、非日系人の間で
も仏教、特に禅への関心が高まっています。彼らは、
家柄や慣習としてではなく、自らの意志で仏教を選
び、学びを深めています。
　この関心の背景には、キリスト教などの一神教と
仏教の根本的な思想の違いがあります。一神教では、
物事のすべては神が決めたことだと考えますが、仏
教では「因縁果（因と縁によってすべての物事が生
じる）」という思想に基づき、現在の状況は過去の
様々な原因と間接的な条件が積み重なった結果だと
説きます。この教えは、社会的に困難な状況にある
人々にとって、「神が決めたことだからどうにもな
らない」という絶望感から解放され、「自分の努力
で未来を変えられる」という希望を与え、大きな心
の安らぎとなっているようです。
　また、「諸行無常」「諸法無我」「涅槃寂静」とい
う仏教の三法印も、彼らにとっては新鮮な教えです。
移りゆく世の中で、永遠に変わらないものを求める
執着が苦しみを生むという教えは、日々の生活に追
われる人々にとって、心の持ち方を根本から見つめ

記 念 講 演

「一
いっそくいっさい

即一切　一
いっさいそくいち

切即一」
〜個性と全体、全体と個性。
� 熱くて篤い南米事情〜

講 師

曹洞宗南アメリカ国際布教総監

清
せ い

 野
の

　暢
ちょう

 邦
ほ う

 氏

プロフィール

曹洞宗では日本国外を、南アメリカ、北アメリカ、ハワイ・
オセアニア、ヨーロッパの四つの地域に分けて管轄してい
ます。私は令和２年 10 月にパナマ共和国以南の南米大陸
を管掌する南アメリカ国際布教総監部総監とあわせて曹洞
宗両大本山永平寺・總持寺の南米別院佛心寺住職に就任し
ました。
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直すきっかけとなります。
　コロンビアを訪れた際には、50年以上内戦が続い
ていた国で、禅を学び僧侶となった方が「座禅を広
めれば、誰も殺し合うことはない」と語っていまし
た。この言葉は、仏教が単なる学問ではなく、平和
な社会を築くための「生き方」であることを示して
いました。

日本の文化と「生き方」としての仏教
　日本には古くから、仏教の教えが文化や生活に深
く根付いています。ブラジルの日系人集落には、昔
の日本の家庭や文化がそのまま残っている場所もあ
ります。
　日本で私が知るある「世話焼きおばあさん」は、
自分が作った野菜や漬物を近所の人に配ることで喜
びを感じていました。その生き方は、仏教の「四摂
法（布施・愛語・利行・同事）」そのものです。また、
息子や娘たちに心配をかけまいと、不自由な体で
入った施設での暮らしを「夏も冬も快適で最高だ」
と笑顔で語っていた姿は、「親心」という名の無償
の愛の現れでした。
　そして、そのおばあさんが亡くなった時、息子さ
んが「おふくろは貧乏したけれど、いい人生だった
よ」と涙を流しながら笑っていた姿が、私の心に深
く刻まれました。自分のためではなく、他者のため
に尽くす生き方が、周囲に喜びと感謝をもたらし、
結果として自分自身の人生を豊かなものにしていた
のです。

「一即一切、一切即一」〜つながりの中で生きる私
たち
　本日のテーマである「一即一切、一切即一」とい
う仏教の教えについてお話しします。これは私たち
個人と世界全体のつながりを説いたものです。
　私たちが「私」として存在できるのは、周囲の人々
との関係性があるからです。
　家庭では、私は誰かの親であり、夫であり、子ど
もです。これらの役割は、相手がいて初めて成り立

ちます。つまり、「私」は一人では存在せず、他者
との関係によって定義されているのです。あなたが
いてくれるから、「私」という存在が成り立つ。
この関係性のつながりを、大きな網に例えてみま
しょう。
　一つの網の結び目を私たち個人だと考えてくださ
い。その網の結び目を一つだけ引っ張ると、どんな
に遠くにある結び目でも、ほんのわずかですが形が
変わります。
　これは、私たちの一つの行動や変化が、全体に影
響を与えることを示しています。
　同時に、私たち個人の存在も、この全体という網
の支えがあって初めて成り立っています。
　私たちは孤立した存在ではなく、互いに影響を与
え合い、支え合う関係性の中で生きています。
　この「一即一切、一切即一」という教えは、私た
ちの行動がどれほど大きな影響力を持つか、そして
私たちの存在がどれほど多くの縁に支えられている
かを教えてくれているのです。

ロータリーの理念と仏教の教えの共通点
　仏教とは、理屈ではなく「生き方」です。それは、
「身、口、意」、つまり「体の使い方」「言葉の使い
方」「心の働かせ方」という、私たち一人ひとりの「命
の使い方」そのものです。
私がロータリークラブの目的や「四つのテスト」を
拝見し、感銘を受けたのは、その理念が仏教の教え
と非常に似通っていると感じたからです。「奉仕の
理念」は仏教の「摂衆生戒（世のため人のために尽
くすこと）」や「四摂法」に通じ、「真実かどうか」
「みんなに公平か」といったテストは、仏教の教え
が説く、自分と他者の区別をなくす「同時」の精神
と重なります。
　皆様がロータリーの活動を通じて、より良く命を
使うことで、その会が発展し、社会により良い影響
を与えていくと信じています。それが、私たちの生
きるこの世界を、より良いものに変えていくことに
つながるでしょう。本日は貴重な機会をいただき、
誠にありがとうございました。
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　RLI（ロータリーリーダーシップ研究会）は、ロー
タリーの指導者育成プログラムです。今期は、12月
７日から８日にかけてファシリテーター研修会を予
定しています。この研修会は、RLIの３つの柱であ
るリーダーシップ、奉仕、会員組織強化を学び、ファ
シリテーターとして活動するためのものです。また、
来年５月24日から25日にはRLI本体の開催も予定し
ており、新会員を中心に広く参加を呼びかけます。

　会員増強の現状と今後の活動について報告があり
ました。現在、東第一・第二グループ、西第一・第
二グループでは会員数が増加している一方で、中グ
ループと南グループは現状維持の状況です。今後は、
各クラブの会長・幹事のやる気を促すとともに、地
区大会の報告例会などを活用して、会員増強の機運
を高めていく方針です。委員長と各グループの委員
がクラブを訪問し、直接協力を呼びかけます。

　今年度の活動は「イベント開催」「情報発信力強化」
「個々のロータリアン意識向上」の３つの柱で進め
ます。イベントでは、10月20日に津軽鉄道でポリオ
ジャックを実施するほか、世界女性デーの広報支援
も行う予定です。情報発信力を高めるため、地元メ
ディアとの連携強化やSNSの活用を推進します。ま
た、ロータリアンに対し、バッジの着用や奉仕活動
時のロゴ入り物品、横断幕の使用などを通じて、日
常から公共イメージの向上を意識するよう呼びかけ
ます。

　昨年度は青森大学との教育連携協定を更新し、学
生向けにロータリアンが講師を務める講義「じょっ
ぱり経済学」を15回実施しました。今年度は、12月
に次年度の講師を募集する予定です。さらに、2025
年2月8日には八戸で職業奉仕フォーラムを開催し、
職業奉仕について深く学び、仕事の楽しさを見出す
機会を提供します。

各委員会の活動報告と
� 今年度の方針

委員長

三 浦 真 介

委員長

工 藤 孝 子

委員長

岩 岡 隆 雄

委員長

吉 田 賢 治

RLI委員会

公共イメージ向上部門

社会奉仕・職業奉仕部門

会員増強部門

第2830地区
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　当地区の財団部門は、年次基金、恒久基金、ポリ
オプラスの三つの基金を通じて、ポリオ根絶、グロー
バル補助金、災害救援などの事業を支援しています。
クラブからの寄付は、ロータリー財団によって管理
され、3年後に地区補助金（DDF）やグローバル補助
金として、各地区へ還元されます。当地区の寄付金
は、そのほとんどが地元のロータリアンの意思で活
用されており、今後もさらなる協力をお願いします。

　今年度、地区補助金委員会には35クラブから申請
がありました。昨年度は33クラブからでした。申請
のあったクラブには活動資金を送金済みです。来年
度の申請は2025年３月まで、今年度の活動報告は
2025年６月末までにご提出ください。12月には第２
回財団セミナーを開催し、申請方法について説明す
る予定です。地区補助金を活用した多様なプロジェ
クトの実施にご協力をお願いします。

　グローバル補助金は、複数国のクラブが共同で行
う大規模な人道的プロジェクト、奨学金、職業研修
チームを支援します。特に、財団の資金が使用され
た後も効果が持続するよう、持続可能性と検証可能
性が重要視されます。今年度は、タイの3330地区
と3350地区との間で、医療・給水プロジェクトや
ECMO（体外式膜型人工肺）設置プロジェクトを実
施します。また、英国のサセックス大学に留学する
中村美鈴さんへの奨学金として、当地区のDDF（地
区裁量資金）１万ドルを拠出します。

　資金推進委員会は、ロータリー財団への寄付金ゼ
ロクラブの撲滅とロータリーカードの作成を目標に
活動しています。昨年度は寄付金ゼロのクラブはな
く、最低限の目標は達成できました。今後も引き続
き、全クラブに寄付をお願いしていくと共に、カー
ド利用額の一部がポリオ根絶に寄付されるロータ
リーカードの利用促進に努めます。

委員長

佐 藤 健 一

委員長

西 尾 和 樹

委員長

櫛 引 大 樹

委員長

須 藤 　 朗

ロータリー財団部門

地区補助金委員会

ロータリー財団委員会

資金推進委員会

グローバル補助金委員会
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　奨学金制度には、海外留学を支援するグローバル
補助金と、国内の学生を支援する地区補助金があり
ます。グローバル補助金は、大学院生以上を対象に、
ロータリー財団の７つの重点分野に合致した研究を
支援し、年間３万ドルの補助金が支給されます。地
区補助金は、高校生以上を対象に研究分野の制限は
なく、年間30万〜60万円の補助金が支給されます。
各クラブに奨学金制度の活用を呼びかけ、学生の成
長を支援していきます。

　ポリオプラス委員会は、ポリオ根絶活動に尽力し
ています。昨年12月にパキスタンで行われたポリオ
接種活動の様子を動画で報告しました。ポリオ根絶
まであとわずかであり、11月23日には12名のロータ
リアンでパキスタンを再訪し、現地の状況を視察す
る予定です。この活動は、ポリオだけでなく、貧困
や水の衛生問題など、現地が抱える複合的な課題を
理解する上で有意義なものです。当日の昼休憩には
インターアクトの学生とウォークラリーを行い、募
金活動を行いました。ポリオ根絶という共通の目標
に向かって、今後も募金活動へのご協力をお願いし
ます。

　国際奉仕部門は、ポリオ根絶、青少年交換留学、
米山奨学金、グローバル補助金など、多岐にわたる
国際奉仕活動を支援しています。12月25日からイン
ターアクトの学生を引率し、台湾へ渡航するアクト
の翼を企画しており、来年６月21日にはカナダの国
際大会に参加します。当委員会の活動は、各クラブ
の国際奉仕活動を支援することにあります。国際奉
仕活動に関する情報があれば、ぜひお寄せください。

　当委員会は、青少年交換事業を推進しています。
本日は、アメリカでの留学を終えて帰国した柴田玲
音君と、台湾から来日中の交換留学生レオ君が登壇
し、留学の成果と日本の生活について発表しました。
来年６月７日、８日には日本青少年交換研究会青森
会議を、全国から300名以上のロータリアンと学生
を招いて開催します。国際交流の機会を創出し、若
者たちの成長を支援する本事業へのご理解とご協力
をお願いします。

委員長

柴 田 文 彦

委員長

岡 山 信 広

委員長

成 田 俊 介

委員長

竹 島 直 樹

国際奉仕・青少年奉仕部門
国際奉仕委員会

青少年交換委員会
ポリオプラス委員会

平和フェローシップ・奨学金・学友委員会

第2830地区
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　ローターアクト委員会は、スポンサークラブの支
援を受け、各クラブが活発な活動を行っています。
今後の目標として、ローターアクトクラブ全体で一
体的な活動を推進し、やる気に満ちたローターアク
ターの期待に応えるべく、委員長としてサポートし
ていきます。ロータリアンの皆様には、ローターア
クターへの積極的な関与を引き続きお願い申し上げ
ます。

　インターアクト委員会は、年次大会、台湾への交
流事業アクトの翼、卒業年次生への研修制度の３つ
の事業を柱に活動しています。年次大会は来年５月
24日、弘前学院聖愛高等学校をホストとして、弘前
ロータリークラブが提唱クラブで実施する予定で
す。アクトの翼は、現在第２次募集を行っており、
提唱クラブには学生一人当たり７万円程度の支援を
お願いしています。地区内には22のインターアクト
クラブがあります。提唱クラブであるか否かに関わ
らず、すべてのロータリークラブにインターアク
ターへの積極的なご支援とご協力をお願いします。

　欠席のため、地区要覧17頁をご参照下さい。

　当地区は、今年度、新規・継続合わせて11名の米
山奨学生を支援しています。これは、ひとえに皆様
からのご寄付によるものであり、心より感謝申し上
げます。現在、奨学生たちは各クラブへの訪問や卓
話を通じて、ロータリアンとの交流を深めています。
今年度は、普通寄付3,000円以上、特別寄付20,000円
以上という寄付目標を掲げております。米山奨学生
は、将来の母国と日本の架け橋となるべく学業に励
んでおりますので、引き続き温かいご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

委員長

竹 内 知 弘

委員長

佐 藤 一 尚

委員長

三 浦 　 基

委員長

松 山 隆 志

ローターアクト委員会 ＲＹＬＡ委員会

インターアクト委員会

米山記念奨学部門
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　当委員会は今年度新設されたばかりの委員会で
す。今年度５月から６月にかけて地区内全クラブへ
アンケートを実施した結果、DEIへの理解はまだ十
分に進んでいないことが明らかになりました。今後
の活動方針として、「仲間を増やそう、もっとロー
タリーを知ろう」をテーマに、DEIの推進に努め、
ロータリーの可能性を広げます。公共イメージ向上
委員会やポリオプラス委員会など、複数の委員会と
連携し、若者の感性やアイデアをロータリー活動に
取り入れることで、会員の帰属意識を高めていきた
いと考えます。

　ロータリーの友は、新会員や退会防止に役立つ情
報、クラブの活動に直結するヒントが満載です。ぜ
ひ何度も手に取ってご活用ください。また、1953年
の創刊号からすべてデジタル化されたアーカイブの
活用を推進します。これは非常に便利なツールです
が、全国のクラブの55%が利用していない現状があ
ります。クラブの歴史を調べたり、卓話のネタ探し
に活用したりするなど、積極的にご活用ください。
さらに、各クラブからの記事投稿もお願いしていま
す。投稿された記事はアーカイブに保存され、クラ
ブの歴史として後世に残る大切な記録となります。

委員長

源 新 育 子 木 下 一 志

ＤＥＩ推進部門 ロータリーの友地区代表委員

第2830地区
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　閉会セレモニーでは、次年度のリーダーとなる米
谷恵司ガバナーエレクトと、成田俊介ガバナーノミ
ニーへのバトンタッチが行われました。
　花田ガバナーより両氏の紹介が行われ、プログラ
ムにも記載された経歴が紹介されました。米谷恵司
ガバナーエレクトは、青森モーニングロータリーク
ラブに所属し、株式会社カードック米谷オートの代
表取締役を務めています。クラブ会長や地区幹事長、
地区RLI委員長などを歴任され、また合気道の師範
でもいらっしゃいます。成田俊介ガバナーノミニー
は、弘前西ロータリークラブに所属し、医療法人成
友会理事長、弘前駅前整形外科クリニックの院長を
務めています。米谷エレクトと同い年の1960年12月
生まれで、クラブ会長、地区幹事長、地区財団委員
長などを歴任され、卓球の師範でもいらっしゃいま
す。（笑）

米谷恵司ガバナーエレクト挨拶
　米谷エレクトは、まず長
丁場の大会参加者へねぎら
いの言葉を述べ、成田ノミ
ニーとは同じねずみ年であ
ると紹介しました。合気道
については、現在六段で、
来年一月の七段昇段を目指
して日々稽古に励んでいる
ことを報告されました。青森県では現在七段の存命
者が三人という希少な価値であるため、「一月には
皆さんにこのハッピーな素晴らしい報告をしたい」
と意気込みを語られました。
　今までの研修として、 ノミニー研修、 プレ
GELS、GELS#1を終え、11月にはGELS#2、そし

ていよいよ２月９日からはフロリダ州オーランドで
の国際協議会が控えていることを報告されました。
「そこでみっちり研修を受け、自分の思いや意見、
考えを皆様に堂々と伝えられるように研修してまい
りたい」と決意を述べられました。
　また、弁護士である前のガバナーと、医師である
後のガバナーノミニーという優秀なお二人に挟まれ
緊張していると述べつつも、「私の個性を十分に生
かして今後もロータリーを頑張ってまいりたいと思
います。皆さんのご指導ご鞭撻をよろしくお願いい
たします」と挨拶を締めくくられました。

成田俊介ガバナーノミニー挨拶
　成田ノミニーは、今年度
のガバナーノミニーとし
て、弘前西ロータリークラ
ブの成田俊介であると挨拶
されました。不勉強で皆さ
んに伝えられることは少な
いと謙遜しつつ、卓球は弘
前市民ナイター卓球大会に
20年ほど出場していることを紹介されました。
　「これから一生懸命勉強し、とにかく自分の年度
にきちんとしたロータリー活動ができるように邁進
してまいりますので、皆さんこれからもご協力のほ
どよろしくお願いいたします」と、活動への協力を
求めて挨拶を終えられました。

ガバナー

花 田 勝 彦

閉会セレモニー

ガバナーエレクト、
ノミニー紹介
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　2025年のロータリー国際大会は、人口140万人、
平均年齢37歳というカナダで急速に成長している都
市、カルガリーにて開催されます。近代的なダウン
タウンや歴史を体験できる博物館、カルガリー動物
園、オリンピックパーク、そして車で一時間半のバ
ンフ国立公園でのロッキー山脈といった大自然が魅

力であると紹介されました。「この魅力的なカルガ
リーで世界中から集う仲間たちとロータリーマジッ
クを体験し、つながりを広げましょう」と参加が呼
びかけられました。
　登録はマイロータリーから簡単に行えること、ま
た６月22日の国際大会開会式からの地区ナイトや各
種観光を含めた４泊６日の地区ツアーが用意されて
いるため、海外旅行に不慣れな方も気軽に参加でき
ることが強調されました。
　花田ガバナーからは、この地区ツアーがロータ
リーの公式旅行会社であるT-ライフパートナーズ
と、2600地区（長野県全域）の白鳥ガバナーと合同で
検討されており、オフィシャルツアーとなる予定で
あることが補足されました。地区ナイトも2600地区
と合同で「アップルナイト」と題して開催される予
定であり、「年度の最後、皆さんぜひご一緒できた
らな」と呼びかけられました。

　スクリーンでのビデオ上映後、次年度米谷年度の
幹事長を拝命する最上伸子氏が、青森モーニング
ロータリークラブおよびコ・ホストの中グループ（青

森ロータリークラブ、青森北東ロータリークラブ）
のメンバーと共に登壇しました。
　本来は当クラブの地区大会実行委員長であった新
岡壮太郎氏が挨拶を行う予定でしたが、新岡氏は先
月逝去されたため、急遽幹事長である最上氏が代行
を務めることになった経緯が説明されました。「ま
だまだ大切な仲間を失った深い悲しみと喪失感に包
まれておりますけれども、しっかり前を向いて、こ
こに掲げてありますハッピーハッピーのおもてなし
の精神で皆さんをお迎えする準備をしっかりと進め
てまいりたい」と、力強く述べられました。
　次年度地区大会は、2025年10月25日と26日に、ホ
テル青森とリンクステーションホール青森で開催さ
れることが報告されました。最後に中グループのメ
ンバー一同で「待ってるからの」と力強いメッセー
ジを送り、PRを締めくくられました。

国際大会推進委員長

中 山　 佳

次期地区幹事長

最 上　伸 子

次期地区大会開催クラブ挨拶
（青森モーニング RC）

国際大会オンツーカルガリー

第2830地区
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　国際ロータリー会長代理として派遣された髙野孫
左ヱ門様より、所感が述べられました。
　まず、「リンゴつながり」で2600地区と合同で地
区ツアーを検討していることに触れ、二日間にわた
る大会参加者へのねぎらいの言葉が述べられまし
た。今回の地区大会は、「多くのプログラムがしっ
かりとしたチームワークと準備のもとに遂行され
た」と評価され、花田ガバナー、敦賀実行委員長、
寺田ホストクラブ会長、そしてホストクラブ、コ・
ホストクラブの皆様の努力の賜物であると敬意を表
されました。また、大会はアットホームでありなが
らメッセージがしっかりと伝わるプログラムが構
築・実行されたと感じられたとのことでした。
　この大会を通じて特徴的に感じられたのは、花田
ガバナー、あるいはモデレーターを務めた山崎パス
トガバナーの思いとして、「これからを考えるとき
に、しっかりとこれまでをもう一度確認をしよう」
という考え方が一貫していたことであると述べられ
ました。これは、個性輝くクラブづくりをしていく
ために、地区が共有し確認すべき事柄が散りばめら
れたものであり、「まさに学びとインスピレーショ
ンを与えてくれる、コンパクトな大会のプログラム
実行だった」と高い評価をされました。
　また、米山梅吉記念館への記念品寄贈が地区から
決議されたことに触れ、記念館では初めての経験で
あり、歴史に残る瞬間であったと感じられたとのこ
とでした。米山記念奨学会への支援とともに、日本
のロータリーの始祖である米山梅吉の考え方、特に
当地が米山報恩会とのつながりが大変深いことを再
確認するためにも、米山梅吉記念館のホームページ
や館報をぜひご覧いただきたいと呼びかけられまし
た。
　最後に、三連休の行楽日和に集まった参加者の熱
意と、それに答えようとする準備が一体となって噛
み合った、大変良い大会であったと総括し、参加者
と準備に当たられた皆様への敬意をもって所感を締
めくくられました。

　花田勝彦ガバナーより、長時間にわたる大会の閉
会の挨拶が述べられました。
　まず、RI会長代理の髙野様ご夫妻への謝辞と、
二日間準備してきた実行委員会、ホストクラブ・コ
ホストクラブのメンバーの努力が実を結んだことに
感謝の意を述べられました。
　今年度の地区大会は昨年よりコンパクトなスケ
ジュールであったため、発表者の方々へ十分な時間
が取れなかったことを詫びつつも、「その分だけ密
度の濃い活発な検討ができたのではないか」と振り
返られました。
　テーマである「個性輝くロータリー」を一貫させ
るため、シンポジウムを中心に据え、黒田先生と関
場先生のお話から「私たちはどういうふうに考えて
いったらいいんだろうか」という点が大会のスター
トであったと述べられました。シンポジウムでは、
予想以上に先生方のお話と髙野会長代理のフォロー
から、「これからどういうふうにやっていけばいい
のかは、やはり自分たち次第なんだと。自分たちの
クラブ、一人一人のロータリアンがどういうふうに
やっていけばいいかという大きなヒントをいただけ
た」と感じられ、勇気づけられたと述べられました。
さらに、清野暢邦氏のお話が、私たちが自然に思う
仏教の考え方とロータリーの理念とが「一脈通じた」
ものがあると感じられたことに触れ、「全体を通じ
て私たちはこの地区大会の中で大いに学んだと思い
ます」と大会の成果を総括されました。
　最後に、この後の懇親会で大いに楽しんで親睦を
深めることを呼びかけ、長時間にわたる参加への感
謝の言葉とともに、閉会の点鐘が打たれ、2024-25
年度地区大会本会議の全プログラムが終了しました。

RI会長代理
第2620地区パストガバナー

髙野 孫左ヱ門

ガバナー

花 田 勝 彦

国際ロータリー会長代理所感 閉会の挨拶
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　大懇親会では、P4のプログラム記載の内容のほ
か、国際ロータリー第3330地区のWichaiパストガ
バナーから、当地区から19,000ドルのDDFを拠出し
たグローバル補助金による事業として、水と衛生プ
ロジェクト（14,000ドル）と疾病予防（5,000ドル）の内
容について、動画を用いて説明されました。

　また、ローターアクター、米山奨学生たちが中心
となって、令和６年能登地震、能登豪雨災害への支
援金と、ポリオプラスへの募金を会場の参加者から
ご寄付いただきました。心より感謝申し上げます。
特に、講師の清野暢邦氏は、講師謝礼金全額をご寄
付いただきました。ありがとうございました。

　皆様、こんばんは。
　本日はお忙しい中、RI会長代理　髙野孫左ヱ門様をはじめとするご来賓の皆様、そして、多くの
地区ロータリアンの皆様に、国際ロータリー第2830地区2024-25年度地区大会の懇親会にご参加いた
だき、誠にありがとうございます。ホストクラブ会長として、皆様をお迎えできることを大変光栄に
思います。また、この日のために１年前から設えの準備をともに頑張ってまいりました地区役員の皆
様や五所川原ロータリークラブ会員のご尽力に感謝申し上げます。
　この懇親会は、地区大会で新たに学び得た知識を通して友情や絆をさらに深める貴重な機会です。
皆様と共に、楽しいひとときを過ごし、互いの経験や知識を共有できることを心から楽しみにしてお
ります。
　それでは、懇親会の開会を宣言いたします。どうぞ五所川原の地を時間の許す限りごゆっくりお楽
しみください。

五所川原ロータリークラブ
会　長

寺　田　明　代

開会挨拶
大懇親会

18：00~
プラザマリュウ五所川原

第2830地区
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第2520地区　ガバナー　　　　　佐藤　　剛 （水沢RC）
　パートナー　　　　　　裕貴子

第2540地区　ガバナー　　　　　佐藤　和志 （田沢湖RC）
第2590地区　ガバナー　　　　　長戸はるみ （横浜東RC）
第2600地区　ガバナー　　　　　白鳥敬日瑚（佐久コスモスRC）

　パートナー　　　　　　　淑子
第2620地区　ガバナー　　　　　小泉　久司 （甲府西RC）

　パートナー　　　　　　　優美
第2660地区　ガバナーパートナー　大橋太美子 （東大阪東RC）
第2680地区　ガバナーパートナー　矢坂ナヲ子 （神戸西RC）
第2720地区　ガバナー　　　　　三村　彰吾 （熊本りんどうRC）

　パートナー　　　　　　　知子
第2800地区　ガバナー　　　　　芳賀　康雄 （白鷹RC）
第2840地区　ガバナー　　　　　森　　末廣 （桐生RC）

　パートナー　　　　　　　桂子
第2580地区　ガバナーエレクト　　中川　雅雄 （東京浅草RC）
一般社団法人　ロータリーの友事務所　理事・所長

渡辺　　剛 （東京みなとRC）
第3330地区　ガバナー代理・パストガバナー 
　　　　　　　　　　　Quanchai Laohaviraphap
第3330地区　パストガバナー　Wichai Maneewacharakiet
　　　　　　　　　　　Waraporn Maneewacharakiet

　家族　　　　　Thunyaporn Maneewacharakiet

●むつロータリークラブ
小田桐隆夫　　竹内　崇高　　田中　常浩　　柳谷　　敬
峯　　雅夫　　波岡　悦郎　　白濵　憲一　　藤野　芳孝
むつ大畑ロータリー衛星クラブ
佐藤　裕介　　　村林　達也
●野辺地ロータリークラブ
松山　隆志　　横濵　敬子　　須藤　　朗　　百田　　忠
●七戸ロータリークラブ
大黒　　博　　松林　和子　　千葉　和夫　　石田　博也
●東北ロータリークラブ
蛯沢　達彦　　工藤　　智　　蛯沢　公洋　　尾形　義昭
佐藤　直樹　　岡山　武彦　　大崎　昭子　　新堂　義之
原田　憲一　　土井ひろ子　　中村　　僚
●むつ中央ロータリークラブ
柴田　文彦　　　前川原　亨　　　坂部　大介
●六ヶ所ロータリークラブ
種市　治雄　　小田　優吾　　岡山　信広　　佐藤　進哉
加藤弘一郎　　丹波　竜也

●三沢ロータリークラブ
阿部　　勝　　澤上　克彦　　小比類巻雅祥　　石橋　博仁
●十和田ロータリークラブ
漆畑　善文　　上久保聖一　　佐々木千佳子　　岩木　節子
中渡　俊明　　小嶋　泰彦　　山端　政博　　樋口　隼也
●十和田東ロータリークラブ
田中　幹志　　照井　伸良　　佐々木紀仁　　竹島　直樹
白山　春男　　欠畑　茂治　　金沢　守昭
●おいらせロータリークラブ
円子　徳通　　杉山　茂夫　　川村　重光　　吉田　承彦
●三沢東ロータリークラブ
田中　正吉　　篠田　文隆　　浪岡　　豊　　花田　　仁
宮野　楠見　　野坂　篤司　　阿部　康人
●十和田八甲ロータリークラブ
羽賀　義広　中岫　　崇　　岩間　　貴　　田中　俊次
下山　　勝　　大柳　泰光　　吹田　正利　　田島　一史
寺澤　憲司　　石川　隆大　　工藤　竜也　　奥山　勝茂

●弘前ロータリークラブ
河端　一秀　　三上　信吾　　笹森　　剛　　小山内康晴
今井　高志　　今井佐千江　　菱谷　　毅　　鎌本　文明
小林　大眞　　工藤　孝夫　　三浦　真介　　鈴木　直子
柴田　博靖　　吉田　暁博　　猪股　裕一
●弘前東ロータリークラブ
工藤　孝子　　朝倉　和広
●板柳ロータリークラブ
齊藤直飛人　　三上　忠男　　工藤　昭義　　太田　　昇
外川加寿美
●黒石ロータリークラブ
渡辺　恵子　　増川　博基　　大澤　潤逸　　木立　慶次
下山ひとみ　　工藤　孝洋　　工藤　和行　　粂田　泰孝
中村　公成　　山口　龍堂　　佐藤　　大　　村上　陽心
●大鰐ロータリークラブ
佐藤　　淳　　山本　　智　　宮腰　浩一　　佐藤　和治
船越　規孝
●弘前西ロータリークラブ
樋川　新一　　草刈　保昌　　工藤　武重　　成田　俊介
竹内　知弘　　佐藤玲恵子　　千葉　瑛子　　中畑　　肇
蒔苗　俊二　　菊池　孝顕
●平賀・尾上ロータリークラブ
齋藤　憲法　　今　　俊一
●弘前アップルロータリークラブ
澁谷　明広　　関場　慶博　　成田　　学　　三浦　順子
宇野　純子

 地区外招待者

 東第２グループ

 西第２グループ

 東第１グループ

登録者名簿
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●青森ロータリークラブ
小林　俊一　　大中　大輔　　沼田　　葊　　足立　弘長
石川佳共子　　太田　心生　　川嶋　勝美　　河田　喜照
日下　　稔　　櫛引　大樹　　工藤　真人　　佐藤　一尚
佐藤　健一　　田中　正子　　藤川　　総　　松山　栄一
三浦　　基
●青森北東ロータリークラブ
本間　義悦　　蝦名　正治　　髙橋　　修
●青森中央ロータリークラブ
原　　三郎　　三浦　和枝　　岡崎　勝弘　　野呂　　潤
●青森モーニングロータリークラブ
橘　　正弘　　坂井　哲博　　鈴木　唯司　　米谷　恵司
須藤　一幸　　藤井　健二　　本堂きみゑ　　最上　伸子
大森　賢二　　土橋　伸行

●八戸ロータリークラブ
橋本八右衛門　　小田山紀暢　　村井　　達　　村井　精子
築舘　智大　　石橋　信雄　　小林　幹夫　　峯　　正一
中村　稔彦　　正部家光彦
●八戸東ロータリークラブ
佐藤　　晃　　槙　　一郎　　青森宗一郎　　岩岡　隆雄
角　　英明　　川島　龍也　　菊池　厳弘　　菊地　泰弘
坂本　興樹　　佐々木貴之　　田島　幹士　　外舘　友之
細越　寿一　　三浦　雄大　　村田　賴信　　若山　忠義
●五戸ロータリークラブ
中里　政廣　　豊田　孝夫　　江渡　惠一　　山崎　紀一
工藤　一夫　　三浦　一義
●三戸ロータリークラブ
坂本　勝克
●南部ロータリークラブ
夏堀　剛充　　島口　英知　　若野　利美　　松本　保築
●八戸北ロータリークラブ
千葉　哲也　　北山　輝夫　　源新　和彦　　源新　育子
佐々木悦郎
●八戸南ロータリークラブ
慶徳　拓也　　出貝　友吾　　黒田　正宏　　西尾　和樹
吉田　賢治　　吉田　立盛　　大橋　央雅
八戸南さくらエイト衛星クラブ
高畑　紀子　　亀井　圭子　　副島　雅子　　泉山　裕子
山田　朋子
●八戸中央ロータリークラブ
山村　益広　　佐藤　泰治
●八戸西ロータリークラブ
大嶌　泰雅　　蛇口　和憲　　島浦　　理　　畠山　徳陽
村岡　徹弥

●金木ロータリークラブ
野呂　賢一　　伊藤真奈美　　今　　俊順　　工藤　文久
前田　光一　　原田　大陸　　荒関　利康
●鰺ヶ沢ロータリークラブ
石岡　幸弘　　加藤　隆之　　成田　守男　　本間　宏幸
杉澤　廉晴　　吉田　諭大
●鶴田ロータリークラブ
坂本　幸光　　小関　　優　　上原　英夫
●五所川原中央ロータリークラブ
一井　定信　　宮崎　敬也　　成田　英世　　高橋　美奈
木村　重孔　　宮越　順子　　小山内　修　　髙木　邦男
寺田　政史　　岩谷　教裕　　對馬　幸征　　飛鳥　秀樹
尾崎　淳一　　尾崎　行雄　　小野　順蔵　　菊池　　宏
後藤　貴之　　今　　明文　　神　　孝幸　　武井　　匡
對馬　　勉　　飛嶋　克好　　長坂　良輝　　藤田　勝弘
山崎　正博
●つがるロータリークラブ
今　　淳一　　嶋野　琢也　　葛西　孝信　　工藤　　均
斉藤　信治　　佐藤　眞治　　佐藤　仙人　　桜庭　　修
鈴木　博美　　清野　　悟　　高井　孝治　　鶴賀　善宏
長尾　治彦　　成田　弘志　　野呂　　司　　米谷　之宏
渡辺　典睦　　坂本　憲彦　　宮本　龍聖　　成田　勝幸
●五所川原イヴニングロータリークラブ
成田　和代　　安田美香子　　島村吉三久　　成田　秀治
成田　了子　　小田桐　浩　　長谷川裕紀　　一戸ゆかり
古川　勝治　　成田　朋広　　三戸　靖史　　佐々木一仁
山本　晃嗣　　山中たける
●五所川原ロータリークラブ
寺田　明代　　木村　康仁　　山崎　淳一　　山崎田鶴子
花田　勝彦　　花田　千津　　阿部　哲也　　浅利　壽信
東　　慎治　　長谷川　通　　長谷川泰典　　東　　卓弥
平泉　友弘　　平山　敦士　　平山　洋志　　堀内　精二
石川　雄二　　角田　浩志　　片山　恵子　　川村　恒儀
川浪　剛功　　木村　重介　　木村　泰幸　　木下　一志
小林　克徳　　今　　広樹　　今　　直樹　　近藤　陽介
丸海老　隆　　増田　尚紀　　増田　卓也　　松山　昇榮
中山　　佳　　成田　学治　　成田　和美　　成田　幸男
野上　友明　　小田桐マキ子　　小笠原崇文　　太田　康成
奥田　武彦　　小野　　篤　　尾崎　克己　　佐々木文人
佐藤　昭義　　佐藤　活考　　澤田長二郎　　清藤　繁光
島村　寿子　　島村　豊次　　S.G.Silverberg　　
須崎　　暁　　髙瀬　英人　　舘山　良子　　寺田　和仁
敦賀　鉄正　　敦賀　嗣美　　山田　真一　　安田　義宏
吉岡　昌史　　前田　修子（会友）　　赤石　　剛（会友）

 南グループ

 西第１グループ 中グループ

第2830地区
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ガバナー� 花　田　勝　彦
大会顧問� 山　崎　淳　一
大会実行委員長� 敦　賀　鉄　正
大会副実行委員長� 阿　部　哲　也
大会幹事� 今　　　広　樹
大会ＳＡＡ� 澤　田　長二郎
大会会計� 寺　田　和　仁
ガバナーエレクト� 米　谷　恵　司
� （青森モーニングRC）

ガバナーノミニー� 成　田　俊　介
� （弘前西RC）

地区幹事長� 木　村　重　介
クラブ会長� 寺　田　明　代
クラブ幹事� 木　村　康　仁
事務局� 浅　利　育　子
� （地区事務所）　

総務部会長� 　今　　　広　樹
総務委員長� 平　山　敦　士
総務副委員長� 近　藤　陽　介
総務委員� 島　村　寿　子
� 清　野　　　悟
� （つがるRC）

� 長 谷 川　　通
� 平　山　洋　志
� 川　村　恒　儀
� 小　林　克　徳
登録・受付委員長　� 成　田　学　治
登録・受付副委員長� 　宮　崎　敬　也
� （五所川原中央RC）

� 山　田　真　一
登録・受付委員� 　　尾　崎　克　己
� 　　奥　田　武　彦
� 島　村　豊　次
� 髙　瀬　英　人

広報・記録委員長　� 小笠原　崇　文
広報・記録副委員長　� 松　山　昇　榮
広報・記録委員� 東　　　慎　治
� 長谷川　泰　典
交通・宿泊委員長　� 中　山　　　佳
交通・宿泊副委員長� 丸 海 老　　隆
交通・宿泊委員� 石　川　雄　二
� 小　野　　　篤

会場部会長� 阿　部　哲　也
会場委員長� 太　田　康　成
会場副委員長� 佐　藤　昭　義
� 須　崎　　　暁
会場委員� 木　村　泰　幸
� 佐　藤　活　考
� 佐々木　文　人
� 安　田　義　宏
懇親・食事委員長� 野　上　友　明
懇親・食事副委員長� 今　　　直　樹
� 川　浪　剛　功
懇親・食事委員� 平　泉　友　弘
� 堀　内　精　二
� 成　田　和　美
� 成　田　幸　男

接待部会長� 浅　利　壽　信
接待委員長� 角　田　浩　志
接待副委員長� 小田桐　マキ子
接待委員� 木　下　一　志
� 増　田　尚　紀
� 清　藤　繁　光
� 吉　岡　昌　史
救護委員長� 増　田　卓　也
救護副委員長� 舘　山　良　子
救護委員� 東　　　卓　弥
� 片　山　恵　子
� S.G.Silverberg

 総務部会

 会場部会

 接待部会

地区大会実行委員会
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2024-25年度 国際ロータリー第2830地区

地区大会 in五所川原
記 録 誌

発行日　令和７年12月７日

発行者　国際ロータリー第2830地区

　　　　ガバナー　花田　勝彦
編　集　地区大会実行委員会

＊本文は音声を文章化いたしております。不行き届きの点はお詫び申し上げます。

　2024年10月12日、13日に当地五所川原に地区内外から多数のロータリアンをお迎えした地区
大会の記録誌をようやく発刊することができました。
　願わくは年度内、いや、翌年の地区大会に間に合わせようと会議を開き、作業を続けてきた
のですが、叶いませんでした。
　記録誌は、音声を文字起こししたものをそのまま掲載すれば、短時間で発刊することは可能
かも知れません。しかし、後日読み返すことを考えれば、基調講演やシンポジウム等、要点が
まとまった内容で、見出しを含め、見やすい構成とするのが望ましいはずです。
　そこで、時間がかかってしまったからには、少しでも実用的なものにしようと工夫いたしま
した。
　2025年はAIの普及がめざましく、文章の要点をまとめて報告書や議事録を作成する精度が
飛躍的にアップした年です。
　この記録誌中、基調講演、オープンフォーラム、記念講演、シンポジウム、閉会セレモニー
については、Google Gemini 2.0の力を大いにお借りしました。
　この記録誌が地区内外のロータリアンの皆様がロータリーを学ぶための一助となればこの上
ない喜びです。

国際ロータリー第2830地区
2024-25年度ガバナー

花 田 勝 彦

地区大会記録誌の発刊にあたって
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The Magic of Rotary
ロータリーのマジック
The Magic of Rotary
ロータリーのマジック

2024年

10月12日㈯・13日㈰
10/12　ホテルサンルート五所川原

10/13　五所川原市ふるさと交流圏民センター「オルテンシア」
　　　　　プラザマリュウ五所川原

District 2830

■ホストクラブ／五所川原ロータリークラブ

■コ・ホストクラブ
金木ロータリークラブ／鰺ヶ沢ロータリークラブ／鶴田ロータリークラブ
五所川原中央ロータリークラブ／つがるロータリークラブ／
五所川原イヴニングロータリークラブ

RIテーマ

地区スローガン

記録誌


